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う れ し の 市議会だより

市議会！市議会！ 第２回
臨時会

議
長
・
副
議
長
選
挙
を
実
施

総
務
企
画
常
任
委
員
会

４
月
か
ら
は
、
秘
書
広
報
課
、
企
画
政
策
課
、

総
務
課
、
防
災
安
全
課
、
財
政
課
、
税
務
課
、
環

境
政
策
課
、
会
計
課
、
議
会
事
務
局
、
監
査
委
員

事
務
局
、選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
を
担
当
し
ま
す
。

◦
委 

員 

長　
宮
﨑 

良
平

◦
副
委
員
長　
古
川 

英
子

◦
委　
　
員　
田
中 

政
司　
森
田 

明
彦

　
　
　
　
　
　
諸
上 

栄
大　
阿
部 

愛
子

令
和
８
年
１
月
25
日
に
行
わ
れ
た
嬉
野
市
議
会
議
員
選
挙
に
よ
っ
て
、
現
職

14
名
、
新
人
２
名
に
よ
る
新
た
な
議
会
が
誕
生
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
伴
い
、
２
月
５
日
に
開
催
さ
れ
た
令
和
８
年
第
２
回
臨
時
会
で
議
長
・

副
議
長
及
び
各
常
任
委
員
会
と
議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
構
成
が
決
ま
り
、
新

し
い
嬉
野
市
議
会
が
動
き
出
し
ま
し
た
。田

中 

政
司 

議
　
長

諸
井 

義
人 
副
議
長

宮﨑 良平

森田 明彦

田中 政司

阿部 愛子 古川 英子

諸上 栄大

第
２
回　
臨
時
会
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う れ し の 市議会だより

動きだす動きだす
文
教
福
祉
常
任
委
員
会

４
月
か
ら
は
、
こ
ど
も
未
来
課
、
健
康
づ
く

り
課
、
福
祉
課
、
地
域
共
生
社
会
推
進
課
、
市

民
課
、
教
育
総
務
課
、
学
校
教
育
課
、
社
会
教

育
課
を
担
当
し
ま
す
。

◦
委 

員 

長　
大
串 

友
則

◦
副
委
員
長　
水
山 

洋
輔

◦
委　
　
員　
梶
原 

睦
也　
諸
井 

義
人

　
　
　
　
　
　
團　

 

隆
則

大串 友則

諸井 義人

梶原 睦也

水山 洋輔

團 隆則

産
業
建
設
常
任
委
員
会

４
月
か
ら
は
農
業
政
策
課
、
う
れ
し
の
茶
振

興
課
、
観
光
商
工
課
、
建
設
農
林
整
備
課
、
都

市
計
画
課
、
下
水
道
課
、
農
業
委
員
会
事
務
局

を
担
当
し
ま
す
。

◦
委 

員 

長　
芦
塚 

典
子

◦
副
委
員
長　
川
内 

聖
二

◦
委　
　
員　
辻　

 

浩
一　
山
口 

虎
太
郎

　
　
　
　
　
　
太
田 

政
信

芦塚 典子

山口 虎太郎

辻 浩一

川内 聖二

太田 政信

議
会
運
営

委
員
会

議
長
の
諮
問
に

関
わ
る
事
や
議
会

運
営
に
つ
い
て
担

当
し
ま
す
。

委 

員 

長川
内 

聖
二

副
委
員
長諸

上 

栄
大

委
　
　
員梶

原 

睦
也

芦
塚 

典
子

宮
﨑 

良
平

大
串 

友
則

第
２
回　
臨
時
会
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市税
28億8,679万円

13.5%

繰入金
35億2,495万円
16.5%

寄附金
18億円 8.4%

地方交付税
50億円
23.4%

国庫支出金
30億7,427万円

14.4%

県支出金
24億8,837万円

11.7%

使用料手数料
2億3,906万円 
1.1%

市民税、固定資産税、
軽自動車税など、
私たちが払っている
税金です。

その他収入
5億3,020万円 
2.5%

市債
9億5,940万円

4.5%

その他収入
8億4,096万円

3.9%

自依
主

存

財
源

財

源

自治体の規模や財政力に応じて
国から交付されるお金です。

市の
借入金です。

保育や医療など
使い道の決まった
補助金です。

歳  入
213億4,400万円

ふるさと納税の
寄附金はここに
含まれます。

総務費
50億9,966万円

23.9%

公債費
13億1,164万円

6.1%

衛生費
13億6,658万円

6.4%

農水費
18億3,138万円

8.6%

土木費
12億689万円
5.7%

民生費
67億1,514万円

31.5%

教育費
21億8,802万円

10.3%

災害復旧費
2億5,880万円

1.2%

予備費
2,000万円 0.1%

議会費
1億6,145万円 0.8%

労働費
1,475万円

0.1%

消防費
6億5,097万円

3.0%

商工費
5億1,872万円

2.4%

ふるさと納税
の返礼品代な
どはここに含
まれます。

ごみ・し尿の
処理費などです。

借り入れの
返済金です。

歳  出
213億4,400万円

医療や介護、
子育てなどに
使うお金です。

う れ し の 市議会だより

令和８年第１回定例会は２月27日から３月19日まで21日間の日程で開催され、令和７年度補正
予算をはじめ、条例の一部改正、令和８年度当初予算、特別会計、また、追加議案で上程された人
事案など慎重審議の上、いずれも可決しました。

一般会計予算は213億４千万円で、新市長就任後初の当初予算のため骨格予算となりますが、前
年度より３億４千万円増で過去最大の予算規模となっています。

　
新
し
く
市
長
に
就
任
し
ま
し
た

山
口
卓
也
で
す
。
市
民
の
皆
様
が

明
る
く
安
心
し
て
暮
ら
し
、
ま
た
、

嬉
野
市
を
訪
れ
る
方
に
喜
ん
で
い

た
だ
け
る
ま
ち
づ
く
り
に
励
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
今
議
会
で
は
、
生
活
必
需
品
を

提
供
す
る
店
舗
の
出
店
を
促
進
す

る
た
め
に
リ
バ
テ
ィ
横
の
市
有
地

の
無
償
貸
付
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
多
子
世
帯
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
を
図
る
た
め
第
２
子
以

降
の
保
育
料
無
償
化
を
実
施
し
ま

す
。
そ
の
他
、
５
月
中
旬
か
ら
９

月
下
旬
頃
ま
で
、
市
民
の
皆
様
を

対
象
と
し
た
嬉
野
温
泉
宿
泊
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
や
、
全
国
お
茶
ま
つ
り

佐
賀
大
会
に
向
け
た
予
算
を
計
上

し
、
嬉
野
市
の
魅
力
向
上
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

市長の声
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市債
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その他収入
8億4,096万円

3.9%

自依
主

存

財
源

財

源

自治体の規模や財政力に応じて
国から交付されるお金です。

市の
借入金です。

保育や医療など
使い道の決まった
補助金です。

歳  入
213億4,400万円

ふるさと納税の
寄附金はここに
含まれます。

う れ し の 市議会だより

　
令
和
８
年
度
、
当
初
予
算
に
お

い
て
は
骨
格
予
算
で
あ
り
ま
し
た

が
、
過
去
最
高
の
予
算
額
を
可
決

し
ま
し
た
。

　
今
後
、
市
の
政
策
に
お
い
て
は

嬉
野
温
泉
の
源
泉
、
塩
田
庁
舎
の

利
活
用
な
ど
大
き
な
課
題
が
山
積

し
て
い
ま
す
。

　
議
会
と
し
て
は
そ
れ
ら
の
課
題

に
対
し
執
行
部
が
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
く
の
か
、
予
算
の
執
行

状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
と
も
に
、

施
策
の
内
容
を
調
査
研
究
し
、
市

政
の
一
翼
を
担
う
議
会
と
し

て
の
役
目
を
し
っ
か
り

と
果
た
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま

す
。

第１回
定例会

当初予算総額・過去最大の
213億円でスタート

Check
❶ 過去最大の
予算、主な要因は？

❶ �保育料第２子無償化分などの子育て支援
❷ �低コスト耐候性ハウスを整備する強い農

業づくり総合支援事業に９億円
❸ �小中学校学習用端末更新など学校教育に

必要な予算などが挙げられます。

Check
❷ 財源は

どこから？
　市税や国からの地方交付税、県支出金など
に加え、ふるさと応援寄附金基金からの繰り
入れ、また、新庁舎建設財源として公共施設
建設基金から７億７千万円の繰り入れ。
　今年度、市債は９億６千万円の発行予定
となっています。

Check
❸ 貯金と
借金の今後は？

　借金である市債の残高は、一時は新庁舎
建築などの大型事業により増加傾向でした
が、ここ数年微減傾向で、令和６年度末は
100億１千万円となっています。
　いっぽう、市の貯金である基金は、令和
６年度末で99億３千万円となっています。
　特に財政調整基金は令和８年度の取り崩
しにより16億２千万円減少する見込みであ
り、議会も注視する必要があります。
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議長の声
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う れ し の 市議会だより

令和７年度補正予算
　令和７年度補正予算は嬉野市一般会計及び特別会計の補正予算に関するもの３件で、「令和７
年度嬉野市一般会計補正予算（第10号）」は歳入歳出予算の総額からそれぞれ2,470万3千円を
減額し、補正後の予算総額は223億2,891万５千円となりました。
　歳入予算は、市税、地方譲与税、各種交付金、地方交付税の収入見込みによる補正。
　国県支出金については、事業費の確定、及び確定見込みによる財源内訳補正。財産収入につ
いては、保留地の売払収入による増額補正。
　寄附金については、ふるさと応援寄附金の減額補正、そのほか国民健康保険特別会計からの
法定外繰入金の返還金、新庁舎建設事業の財源内訳補正に伴う合併振興基金からの繰入金の補
正などが主なものとなっています。

新基本計画実装・農業構造転換支援事業� 6億5,000万円
　国の新基本計画実装・農業構造改善支援事業費補助金を活用して、老朽した茶の加工施設を碾

てん

茶
ちゃ

製造ライ
ンに移行し、持続的な発展及び振興を図る事業です。

（注）碾
てん

茶
ちゃ

とは…�揉まずに乾燥させたお茶。茶葉を蒸した後、揉まずにそのまま乾燥し、茎や葉脈などを除い
た後の細片が「碾

てん

茶
ちゃ

」となります。

問  どの様な事業ですか。
答  �老朽化した茶工場を集約して碾

てん

茶
ちゃ

製造ラインに移行し、茶産業の持続化を図る事業です。

問  総事業費は。
答  約10億6,112万円です。補助金の内訳は国が5億6,271万円、県が8,038万円、市が946万円です。

問  事業主体は。
答  （株）TriniTea・上不動茶業組合共同事業体です。

問  �碾
てん

茶
ちゃ

製造に取り組まれる圃場面積
は。

答  �約16ヘクタールから約60ヘク
タールへ拡張の計画です。

▲ おいしいお茶を世界に
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う れ し の 市議会だより

　今定例会においては、４件の追加議案が上程されました。議案第21号「嬉野市監査委員の選
任について」、議案第22号「嬉野市副市長の選任について」、議案第23号「嬉野市固定資産評価
員の選任について」、議案第24号「建設工事請負契約の締結について」となります。すべての
追加議案は慎重審議の上可決しました。
　「嬉野市副市長の選任について」では、質疑等で選任の経緯、市に対する忠誠等様々な質疑が
行われました。
　また「建設工事請負契約の締結について」では、大草野小学校の長寿命化建設工事請負契約
の締結にあたり、契約額を約３億7,300万円とすること
が決定しました。
　今後は、すぐに本格的な工事に入り令和９年３月を目
途に建設工事が完了し、その後に仮設校舎から引っ越す
予定です。

 渡り廊下屋根改修（塩田小）� 572万円
　この事業は、老朽化や破損が進んでいる塩田小学校の校舎と体育館をつなぐ渡り廊下の屋根を改修する事
業です。これにより、雨天時でも児童が安全に通行できる環境を整備します。
　また、強風や豪雨などの災害時にも避難経路としての機能を確保し、防災面での安全性を高めることで、
学校全体の防災機能の向上と教育環境の改善を図ります。

問  �渡り廊下はいつ頃からどの様な不具
合があったのか。

答  �令和７年夏頃に、渡り廊下の屋根のガ
タつきがみられたため、タイダウン
ベルトで固定し一時的な対応を行っ
ていた。

問  財源は。
答  ��国の学校施設環境改善交付金を活用
する。

令和８年 第１回定例会 追加議案

子供の安全のために

▲ 改修予定の渡り廊下
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議案のなかみ

嬉野市ひとり親家庭等医療費助成に関する条例の一部を改正する条例に
ついて� 　
　母子家庭、父子家庭及び父母のいない児童を援助することにより、生活の安定と福祉の向上をはかるため
の条例です。
　令和８年11月１日から佐賀県内市町一斉に佐賀県内の保険医療機関等における医療費の助成方式が現金給
付から現物給付に変更となります。
　対象はひとり親家庭などの父や母（子どもが20歳になった月まで）と児童（18歳になった年度末まで）で、
所得制限があります。自己負担額は医療機関
ごとに１カ月当たり入院500円、通院500円、
調剤は無料で統一されます。

問  �市外の保険医療機関等にも適用されるのか。
答  �佐賀県内の保険医療機関等であれば適用さ
れる。

▲ 新旧対照表

嬉野市老人福祉センター条例の一部を改正する条例�

　嬉野市嬉野老人福祉センターの使用料を「150円」から「200円」に引き上げるために条例を改正します。

問  �いつからの値上げか。
答  �令和８年４月１日からである。

問  �なぜ、値上げする必要があるのか。
答  �昨今の物価高騰や、水道料金の値上げに伴う維持管理コストの�
増大がある。市では引き続き、施設の適切な運営に努める。

問  �塩田地区の老人福祉センターは有料化されるのか。
答  �塩田地区の老人福祉センターには温泉設備がないため、�
無料となっている。 ▲ 値上げされる嬉野老人福祉センター

財産貸付料の減額免除について 
財産の無償貸付について� 　
　買い物環境の確保が困難な地域において、生活必需品を提供する店舗の出店を促進し、高齢者をはじめと
する地域住民の生活の利便性向上を図るために、塩田リバーサイドショッピングセンター協同組合に貸し付
けているリバティ横の市有地に係る財産の貸付料を減額免除及び今後は無償貸付とするものです。　
　理由としては、当該財産公益性の高い目的に沿って有効に活用するためです。

問  �期限はいつまでか。
答  �財産貸付料の減額免除が令和７年９月から令和８年３月までの７ヵ月。�
財産の無償貸付が令和８年４月１日から令和18年５月31日となる。

▲ 早期の店舗誘致を
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施設型給付費� 1億6,290万円
　嬉野市では、これまで国の制度により保育所等の保育料が３歳児から５歳児までは全員無料でした。また
０歳児から２歳児までは「生活保護世帯及び住民税非課税世帯」のみが無料でした。
　さらに、第２子のカウントも「未就学児が園に同時に通っている場合」などの制限がありました。
　令和８年４月からは、市の独自施策で第２子のカウントを「同居する最年長の子どもから１人目と数える」
よう年齢制限を撤廃し、所得に関わらず、０歳児から２歳児までの第２子以降の保育料を市が全額負担します。
　これにより、多子世帯の経済的負担を大きく軽減し、健やかな成長を後押しします。

問  所得制限などはあるのか。
答  �所得制限はない。

問  財源は。
答  �市独自での施策のため、�
一般財源で充当される。

閑散期対策事業� 550万円
　嬉野市観光戦略に基づき、市民の地元愛の醸成と観光振興に対する理解を深めることを目的として、嬉野
温泉の閑散期（５月中旬から９月下旬頃まで）に市民を対象とした宿泊キャンペーンを実施します。

問  どの様な事業か。
答  �市民が嬉野市の魅力を再発見する宿泊キャンペーン事業で、嬉野温泉の閑散期に、市民対象に宿泊割引き
を行うというものである。

問  時期は何時ごろか。
答  �閑散期は５月中旬から９月下旬頃までなので、夏場の時期になる。

問  対象者は。
答  �原則として、市内在住者である。

問  総事業費は。
答  �550万円であり、内訳は450万円が助成金の原資
となり、100万円が事務費である。

事業のなかみ

▲ うれしのをもっと知ろう
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事　　業　　の　　な　　か　　み

全国お茶まつり佐賀大会� 821万円
　今年度に実施される「全国お茶まつり佐賀大会」の佐賀県実行委員会において事業を実施するとともに主
催地である嬉野市でも実行委員会を設立し、生産者への支援やＰＲ事業を行うための負担金として合わせて
821万円が計上されました。
　嬉野市の実行委員会では全国お茶まつり佐賀大会に向けた高品質茶生産及びうれしの茶のＰＲの為の支援
が行われます。

問  スケジュールは。
答  �出品茶品評会が令和８年８月25日から28日、�
出品茶入札販売会が９月17日。�
全国茶青年の集いが11月20日。�
式典・褒

ほう

賞
しょう

授与式が11月21日に行われる。

問  各実行委員会への負担金は。
答  �佐賀大会実行委員会596万円。�
同嬉野市実行委員会225万円である。

問  佐賀大会の会場は。
答  �出品茶品評会に出品茶入札販売会・青年茶審査技術競技会は、嬉野市中央体育館（U-Spo）で開催。�
式典・褒

ほう

賞
しょう

授与式・展示会等は佐賀市文化会館他で開催となる。

轟の滝公園日
ひ

子
こ

山
さん

橋
ばし

改修� 3,050万円
　轟の滝公園に架かる日子山橋は、令和７年６月に橋の吊りワイヤー８本のうち
１本が破断しているのが見つかり、歩行者の安全を確保するために通行止めとし
ました。
　原因を確認したところ築50年ほどが経過し老朽化によるもので、早急に補修が
できる方法を検討した結果、抜本的な対策が必要と判明しました。　　
　今後は詳細な調査や設計、工事などの作業を行う必要があるため、今回は比較
設計等を行うための予算計上です。

問  比較設計とは。
答  �老朽化の補修で全体的に改修ができるか、新しく架け替える
かを判断するための設計業務である。

問  比較設計がなぜ必要なのか。
答  �国庫補助事業に採択されるために必要な事業である。

▲ 早期の改修を望む

▲ 昨年の全国お茶まつり（奈良市）の様子
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事　　業　　の　　な　　か　　み

学校ICT環境整備事業� 3,375万円
　嬉野市では、文部科学省が掲げるGIGAスクール構想の理念に基づき、主体的・対話的で深い学びや創造性
を育む学びを実現するために、令和２年度より小・中学校にタブレット端末を導入し、ICTを活用した学習環
境を整備してきました。
　今回、タブレット導入から５年が経過し更新時期となったため、小学校費で2,210万円、中学校費で
1,165万円が予算化されました。

問  タブレット端末の導入により、どの様な成果がみられたか。
答  �授業支援アプリ、学習支援アプリ（AIドリル）を導入し、「個別最適
な学び」「協働的な学び」を推進できている。�
また、自然災害時での活用もできている。

新庁舎災害対策室映像表示システム整備事業� 2,013万円
　いつ起こるか分からない災害において、不測の事態を想定し準備を整えることが重要です。
　新庁舎における災害対策室で使用する映像表示システムを整備し、迅速な情報収集と状況把握を可能にす
ることで、いち早く最適な対策を講じることができるよう2,013万円が予算化されました。　
　リアルタイムの映像と、様々な情報を連携し、可視化することで、より具体的で適切な対応を可能とします。
市民の更なる安心安全につながっていくことを期待します。

問  モニターはどこに何台配置するのか。
答  �災害対策室に固定100インチモニター１台、可搬型55インチモニター２台。�
災害対策室外に可搬型モニター４台である。

▲ 対応時のシミュレーションイラスト
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人
　
事

○�

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
、
適
任
と
認
め
答
申
し
ま
し
た
。

　
八
田　
定
文 
氏
（
塩
田
町
）

○�

副
市
長
の
選
任
及
び
嬉
野
市
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
に
つ
い
て
、

同
意
し
ま
し
た
。

　
萩
尾　
友
明 

氏
（
久
留
米
市
出
身
）

○
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
、
同
意
し
ま
し
た
。

　
山
本　
伸
也 

氏
（
嬉
野
町
）

令和８年第１回 定例会議案賛否表（主なもの）� ○は賛成　　●は反対　議長は採決に加わりません

議案番号 議　　案　　名

番　号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16
結　
　

 

果

表  

決  

数

太
田　
政
信

團　
　
隆
則

水
山　
洋
輔

大
串　
友
則

古
川　
英
子

阿
部　
愛
子

諸
上　
栄
大

諸
井　
義
人

山
口
虎
太
郎

宮
﨑　
良
平

川
内　
聖
二

森
田　
明
彦

辻　
　
浩
一

芦
塚　
典
子

梶
原　
睦
也

田
中　
政
司

議案第８号
嬉野市ひとり親家庭等医療費助成に
関する条例の一部を改正する条例に
ついて

可
決15：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

議案第10号 嬉野市老人福祉センター条例の一部
を改正する条例について

可
決15：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

議案第11号 令和７年度嬉野市一般会計補正予算
（第10号）

可
決15：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

議案第12号 令和７年度嬉野市国民健康保険特別
会計補正予算（第3号）

可
決15：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

議案第13号 令和７年度嬉野市後期高齢者医療特
別会計補正予算（第2号）

可
決15：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

議案第14号 令和８年度嬉野市一般会計予算 可
決15：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

議案第15号 令和８年度嬉野市国民健康保険特別
会計予算

可
決15：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

議案第16号 令和８年度嬉野市後期高齢者医療特
別会計予算

可
決15：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

議案第17号 令和8年度嬉野市下水道事業会計予算 可
決15：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

議案第18号 財産貸付料の減額免除について 可
決15：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

議案第19号 財産の無償貸付について 可
決14：1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

諮問第1号 人権擁護委員候補者の推薦について 可
決15：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

議案第21号 嬉野市監査委員の選任について 可
決15：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

議案第22号 嬉野市副市長の選任について 可
決14：1 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

議案第24号 建設工事請負契約の締結について 可
決15：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

発議第３号 嬉野市議会委員会条例の一部を改正
する条例について

可
決15：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
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15議員が質問
水山 洋輔 議員� P14

諸上 栄大 議員� P14

森田 明彦 議員� P15

諸井 義人 議員� P16

芦塚 典子 議員� P16

辻　 浩一 議員� P17

川内 聖二 議員� P18

古川 英子 議員� P18

太田 政信 議員� P19

大串 友則 議員� P20

梶原 睦也 議員� P20

山口 虎太郎 議員� P21

團　 隆則 議員� P22

阿部 愛子 議員� P22

宮﨑 良平 議員� P23

市政を問う

➡次ページからは一般質問
発
　
議

発
議
第
１
号

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
の
設
置
及
び

付
託
に
つ
い
て

 

理
由 

議
会
の
活
性
化
を
図
る
べ
く
調
査
研
究

を
行
う
た
め
。

発
議
第
２
号

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
の
設
置
及

び
付
託
に
つ
い
て

 

理
由 

議
会
広
報
の
編
集
発
行
に
係
る
調
査
研

究
を
行
う
た
め
。

発
議
第
３
号

嬉
野
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

 

理
由 

嬉
野
市
部
設
置
条
例
の
改
正
に
伴
い
、

常
任
委
員
会
の
所
管
を
変
更
す
る
た
め
。

陳
　
情

ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
（
レ
プ
リ
コ
ン
ワ

ク
チ
ン
を
含
む
）
接
種
事
業
中
止
の
意

見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情
書

千
葉
県
旭
市

�

宇
井　
淳 

氏

東
京
都
新
宿
区
に
お
い
て
顕
在
化
し
た

事
例
を
受
け
て
、
政
党
機
関
紙
の
庁
舎

内
勧
誘
行
為
に
関
す
る
早
期
の
実
態
把

握
と
再
発
防
止
を
求
め
る
陳
情

佐
賀
県
三
養
基
郡
上
峰
町

パ
ワ
ハ
ラ
か
ら
職
員
を
守
る

佐
賀
県
民
の
会

�

　
代
表　

岡　
孝
二 

氏

新人議員2名を含む
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う れ し の 市議会だより

 

諸
上  

市
長
の
就
任
に
際
し

て
、
選
挙
公
約
や
市
政
の
方

針
を
各
部
長
や
課
長
等
に
直

接
指
示
さ
れ
た
の
か
伺
う
。

 

市
長  

今
後
、
総
合
計
画
の

策
定
等
で
考
え
を
反
映
で
き

る
よ
う
に
、
各
課
と
連
携
し

な
が
ら
私
の
施
策
の
方
針
等

を
伝
え
て
い
き
た
い
。

 

諸
上  

政
策
会
議
や
部
課
長

会
議
な
ど
で
市
長
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
早
め
に
出
す
の
は
必
要

と
思
う
が
。

 

市
長  

政
策
会
議
を
用
い
て

私
の
考
え
を
庁
舎
内
で
共
有

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

 

諸
上  

市
長
の
選
挙
公
約
か

ら『
ス
マ
ホ
市
役
所
の
導
入
』

に
つ
い
て
、
具
体
的
な
内
容

を
伺
う
。

 

市
長  

ス
マ
ホ
で
証
明
書
の

請
求
や
給
付
金
の
手
続
き
、

施
設
の
予
約
な
ど
は
非
常
に

利
便
性
が
高
い
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
健
診
の
予
約
な
ど

の
機
能
と
し
て
は
た
く
さ
ん

あ
る
の
で
、
随
時
、
機
能
を

拡
大
さ
せ
て
い
き
た
い
。
そ

の
ほ
か
に
も
、
道
路
の
損
壊

な
ど
の
ま
ち
の
不
具
合
の
報

告
や
、
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
も

ス
マ
ホ
の
中
で
集
約
で
き
る

体
制
を
構
築
し
て
い
き
た
い
。

 

諸
上  

い
わ
ゆ
る
ス
マ
ホ
弱

者
に
対
し
て
の
フ
ォ
ロ
ー
体

制
が
か
な
り
重
要
と
な
る
と

思
う
が
、
地
域
に
い
る
デ
ジ

タ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
を
社
会
資

源
と
し
て
活
用
で
き
な
い
か
。

 

市
長  

デ
ジ
タ
ル
化
は
、
こ

の
社
会
で
進
展
し
て
い
る
の

で
利
用
し
や
す
い
デ
ジ
タ
ル

化
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

　
デ
ジ
タ
ル
に
不
慣
れ
な
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
う
の

で
、
デ
ジ
タ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

の
活
用
、
地
域
資
源
の
活
用

に
関
し
て
は
、
ス
マ
ホ
市
役

所
の
導
入
と
と
も
に
連
携
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

 

諸
上  

市
長
の
選
挙
公
約
の

中
に
『
県
と
の
連
携
に
よ
る

温
泉
資
源
保
護
』
と
あ
る
が

こ
の
件
で
は
昨
年
12
月
に
一

部
報
道
で
温
泉
の
源
泉
譲
渡

の
話
が
あ
っ
た
が
市
長
の
考

え
を
伺
う
。

 

市
長  

昨
年
12
月
に
報
道
が

あ
っ
た
配
湯
事
業
の
売
却
に

つ
い
て
は
、
現
時
点
で
申
出

が
あ
っ
た
だ
け
の
段
階
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
対
応
に
つ

い
て
は
今
後
検
討
を
進
め
て

い
く
。

　
も
し
仮
に
配
湯
事
業
の
売

却
を
市
で
受
け
る
と
な
っ
た

場
合
は
、
様
々
な
面
に
お
い

て
県
と
連
携
で
き
る
と
こ
ろ

は
連
携
し
て
い
き
た
い
と
い

う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
。

 

水
山  

塩
田
庁
舎
利
活
用
と

周
辺
施
設
の
整
備
な
ど
全
体

的
な
ま
ち
づ
く
り
の
考
え
は
。

 

市
長  

庁
舎
機
能
の
集
約
、

商
業
施
設
撤
退
に
よ
る
利
便

性
低
下
や
活
気
低
迷
の
懸
念

が
あ
る
中
で
、
不
安
を
払
拭

す
る
た
め
に
、
塩
田
庁
舎
の

利
活
用
を
し
っ
か
り
検
討
し

計
画
す
る
こ
と
が
塩
田
地
区

ひ
い
て
は
市
全
体
の
ま
ち
づ

く
り
に
寄
与
す
る
と
考
え
て

い
る
。
最
重
点
課
題
の
一
つ

と
し
て
事
業
を
推
進
す
る
。

 

水
山  

行
政
窓
口
機
能
は
、

全
て
の
手
続
、
相
談
業
務
を

塩
田
で
完
結
で
き
る
体
制
に

な
る
の
か
。

 

市
長  

市
民
課
の
窓
口
業
務

や
他
の
課
の
利
用
頻
度
が
高

い
手
続
等
を
集
約
し
た
総
合

窓
口
を
設
置
予
定
。
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な

い
体
制
構
築
に
努
め
る
。

 

水
山  

塩
田
庁
舎
周
辺
の
バ

ス
停
の
集
約
は
。

 

市
長  

利
便
性
の
観
点
か
ら

効
果
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

長
期
的
な
視
点
で
整
備
が
で

き
る
よ
う
協
議
を
進
め
て
い

き
た
い
。

 

水
山  

歴
史
民
俗
資
料
館
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て
。

 

教
育
長  

取
り
あ
え
ず
今
の

場
で
管
理
を
し
て
い
き
た
い
。

 
水
山  

歴
史
民
俗
資
料
館
の

あ
り
か
た
は
。

 
教
育
長  

伝
建
地
区
内
で
資

料
館
の
出
張
展
示
や
、
塩
田

庁
舎
内
で
の
図
書
館
の
一
部

利
用
な
ど
総
合
的
に
検
討
す

る
。

 

市
長  

塩
田
津
の
連
携
も
重

要
に
な
る
た
め
基
本
設
計
に

お
い
て
関
係
各
所
へ
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
行
う
。

観
光
施
策
に
つ
い
て

 

水
山  

全
国
お
茶
ま
つ
り
と

売ば
い

茶さ

翁お
う

生
誕
３
５
０
年
を
関

連
さ
せ
た
企
画
に
つ
い
て
。

 

市
長  

歴
史
的
な
施
設
の
連

携
を
検
討
し
て
い
る
。
大

茶
樹
が
天
然
記
念
物
指
定

１
０
０
周
年
を
迎
え
る
た
め
、

Ｐ
Ｒ
材
料
の
一
つ
に
し
た
い
。

 

水
山  

塩
田
町
出
身
の
陶
磁

器
デ
ザ
イ
ナ
ー
森
正
洋
氏
生

誕
１
０
０
年
を
波
佐
見
町
と

連
携
し
た
事
業
の
検
討
は
。

 

産
業
振
興
部
長  

肥
前
窯
業

圏
で
あ
る
こ
と
も
踏
ま
え
、

観
光
資
源
に
な
り
得
る
か
ど

う
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ご
み
の
分
別
処
分
に
つ
い
て

 

水
山  

乾
電
池
（
充
電
池
、

リ
チ
ウ
ム
電
池
）
や
蛍
光
灯

な
ど
有
害
ご
み
の
拠
点
回
収

の
検
討
は
。

 

環
境
下
水
道
課
長  

処
理
業
者
に
相
談
し

な
が
ら
、
拠
点
や
管

理
方
法
の
検
討
を
行

う
。

スマホ市役所へデジタル 
サポーターの有効活用を

水山 洋輔 議員

答
庁舎利活用を
重要課題として
事業を推進する

塩田町の
まちづくりは

▲ 塩田町の賑わいを

諸上 栄大 議員
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上  

市
長
の
就
任
に
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し

て
、
選
挙
公
約
や
市
政
の
方

針
を
各
部
長
や
課
長
等
に
直

接
指
示
さ
れ
た
の
か
伺
う
。

 

市
長  

今
後
、
総
合
計
画
の

策
定
等
で
考
え
を
反
映
で
き

る
よ
う
に
、
各
課
と
連
携
し

な
が
ら
私
の
施
策
の
方
針
等

を
伝
え
て
い
き
た
い
。

 

諸
上  

政
策
会
議
や
部
課
長

会
議
な
ど
で
市
長
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
早
め
に
出
す
の
は
必
要

と
思
う
が
。

 

市
長  

政
策
会
議
を
用
い
て

私
の
考
え
を
庁
舎
内
で
共
有

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

 

諸
上  

市
長
の
選
挙
公
約
か

ら『
ス
マ
ホ
市
役
所
の
導
入
』

に
つ
い
て
、
具
体
的
な
内
容

を
伺
う
。

 

市
長  

ス
マ
ホ
で
証
明
書
の

請
求
や
給
付
金
の
手
続
き
、

施
設
の
予
約
な
ど
は
非
常
に

利
便
性
が
高
い
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
健
診
の
予
約
な
ど

の
機
能
と
し
て
は
た
く
さ
ん

あ
る
の
で
、
随
時
、
機
能
を

拡
大
さ
せ
て
い
き
た
い
。
そ

の
ほ
か
に
も
、
道
路
の
損
壊

な
ど
の
ま
ち
の
不
具
合
の
報

告
や
、
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
も

ス
マ
ホ
の
中
で
集
約
で
き
る

体
制
を
構
築
し
て
い
き
た
い
。

 

諸
上  

い
わ
ゆ
る
ス
マ
ホ
弱

者
に
対
し
て
の
フ
ォ
ロ
ー
体

制
が
か
な
り
重
要
と
な
る
と

思
う
が
、
地
域
に
い
る
デ
ジ

タ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
を
社
会
資

源
と
し
て
活
用
で
き
な
い
か
。

 

市
長  

デ
ジ
タ
ル
化
は
、
こ

の
社
会
で
進
展
し
て
い
る
の

で
利
用
し
や
す
い
デ
ジ
タ
ル

化
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

　
デ
ジ
タ
ル
に
不
慣
れ
な
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
う
の

で
、
デ
ジ
タ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

の
活
用
、
地
域
資
源
の
活
用

に
関
し
て
は
、
ス
マ
ホ
市
役

所
の
導
入
と
と
も
に
連
携
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

 

諸
上  

市
長
の
選
挙
公
約
の

中
に
『
県
と
の
連
携
に
よ
る

温
泉
資
源
保
護
』
と
あ
る
が

こ
の
件
で
は
昨
年
12
月
に
一

部
報
道
で
温
泉
の
源
泉
譲
渡

の
話
が
あ
っ
た
が
市
長
の
考

え
を
伺
う
。

 

市
長  

昨
年
12
月
に
報
道
が

あ
っ
た
配
湯
事
業
の
売
却
に

つ
い
て
は
、
現
時
点
で
申
出

が
あ
っ
た
だ
け
の
段
階
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
対
応
に
つ

い
て
は
今
後
検
討
を
進
め
て

い
く
。

　
も
し
仮
に
配
湯
事
業
の
売

却
を
市
で
受
け
る
と
な
っ
た

場
合
は
、
様
々
な
面
に
お
い

て
県
と
連
携
で
き
る
と
こ
ろ

は
連
携
し
て
い
き
た
い
と
い

う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
。

スマホ市役所へデジタル 
サポーターの有効活用を

 

森
田  

市
の
抱
え
る
問
題
も

山
積
し
て
い
る
が
、
市
長
就

任
後
、
ま
ず
取
り
組
み
た
い

事
案
は
何
か
。

 

市
長  

懸
案
事
項
が
た
く
さ

ん
あ
る
が
、
ま
ず
は
、
塩
田

町
の
ス
ー
パ
ー
跡
地
、
こ
の

誘
致
を
最
大
限
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

 

森
田  

誘
致
に
関
し
物
理
的

な
支
援
を
計
画
さ
れ
、
背
中

を
押
し
て
頂
く
が
、
市
の
中

小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興

条
例
第
８
条
に
「
市
民
の
理

解
と
協
力
」
の
条
が
あ
り
、

地
元
の
お
店
で
買
い
物
を
す

る
機
運
を
図
る
こ
と
も
大
事

で
は
な
い
か
。

 

市
長  

個
人
の
消
費
行
動
を

制
限
は
で
き
な
い
が
、
市
民

の
皆
様
が
地
元
店
舗
を
利
用

す
る
取
り
組
み
も
進
め
て
い

き
た
い
。

西
九
州
新
幹
線
に
つ
い
て

 

森
田  
市
も
市
議
会
も
全
線

フ
ル
規
格
で
の
開
業
を
訴
え

て
き
た
が
、
新
市
長
も
同
じ

考
え
で
間
違
い
な
い
か
。

 

市
長  

最
優
先
課
題
と
捉
え

沿
線
５
市
と
連
携
し
、
要
望

活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

国
道
の
諸
問
題
に
つ
い
て

 

森
田  

国
道
34
号
今
寺
バ
ス

停
か
ら
一
位
原
間
の
歩
道
設

置
お
よ
び
今
寺
公
民
館
前
の

交
差
点
改
良
工
事
の
進
捗
状

況
は
。

 

建
設
部
長  

国
道
事
務
所
で

は
令
和
６
年
に
始
ま
り
、
今

後
も
用
地
協
議
を
行
わ
れ
る

予
定
で
あ
る
。

　
ま
た
、
交
差
点
に
つ
い
て

は
用
地
取
得
協
議
を
進
め
、

歩
道
整
備
と
同
時
期
に
実
施

を
予
定
さ
れ
て
い
る
。

防
火
水
槽
へ
の
水
道
引
き

込
み
に
つ
い
て

 
森
田  
令
和
２
年
10
月
の
区

長
要
望
で
、
地
区
設
置
の
防

火
水
槽
は
溝
か
ら
の
自
然
水

引
き
込
み
で
砂
利
等
の
流
入

が
あ
る
た
め
、
水
道
引
き
込

み
の
防
火
水
槽
へ
の
置
き
換

え
を
お
願
い
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
後
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

 

市
長  

指
摘
の
箇
所
は
地
目

が
た
め
池
で
あ
る
が
、
消
火

施
設
整
備
に
お
い
て
重
要
な

地
点
で
あ
り
、
現
場
周
辺
の

防
火
施
設
状
況
も
踏
ま
え
、

総
合
的
に
判
断
を
し
て
、
消

防
体
制
の
充
実
に
努
め
て
い

き
た
い
。

答連携しながら
進めていきたい

▲ スマホ弱者への手厚い対応を▲ 買い物に困らない環境づくりを望む

答塩田町のスーパー跡地、
この誘致を最大限取り組む

森田 明彦 議員

市長就任後、
まず取り組みたい事案は
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う れ し の 市議会だより

 

芦
塚  

安
心
し
て
子
育
て
が

で
き
る
具
体
的
な
政
策
は
。

 

市
長  

保
育
料
の
第
２
子
以

降
の
完
全
無
償
化
並
び
に
多

子
世
帯
の
支
援
の
拡
充
等
子

ど
も
ま
ん
な
か
社
会
の
実
現

を
推
進
し
て
い
く
。
出
産
祝

い
と
し
て
お
む
つ
の
支
給
な

ど
取
り
組
め
る
よ
う
財
源
の

確
保
を
優
先
し
て
い
き
た
い
。

 

芦
塚  

農
業
・
茶
業
・
窯
業

等
の
目
標
或
い
は
構
想
は
。

 

市
長  

地
場
産
業
の
振
興
を

図
る
。
人
手
不
足
が
加
速
し

て
い
る
の
で
新
規
就
農
者
へ

の
支
援
を
充
実
、
圃
場
の
整

備
や
用
水
路
の
整
備
な
ど
県

と
連
携
し
進
め
て
い
く
。
ま

た
、
う
れ
し
の
茶
、
抹
茶
の

取
組
を
Ｐ
Ｒ
し
生
産
支
援
を

し
て
い
く
。
窯
業
に
関
し
て

は
吉
田
の
窯
元
と
九
州
大
学

の
学
生
と
の
コ
ラ
ボ
商
品
を

開
発
し
て
お
り
引
き
続
き
連

携
を
深
め
て
い
く
。

 

芦
塚  

農
業
産
出
額（
野
菜・

果
実
・
花
き
）
が
鹿
島
市
の

半
分
で
あ
り
、
稼
ぐ
農
業
を

推
進
す
る
政
策
を
考
え
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

 

市
長  

稼
ぐ
農
業
と
し
て
果

実
等
の
栽
培
は
、
一
つ
の
方

策
で
あ
る
の
で
農
業
政
策
と

し
て
勉
強
し
て
い
く
。

 

芦
塚  

農
水
省
が
推
進
す
る

有
機
農
業
に
お
い
て
も
熊
本

県
の
有
機
農
業
認
証
制
度
が

進
ん
で
お
り
、
県
と
連
携
協

力
し
有
機
農
業
に
も
力
を
入

れ
て
い
た
だ
き
た
い
が
。

 

市
長  

有
機
農
業
の
補
助
金

を
活
用
し
て
取
り
組
む
生
産

者
も
あ
り
、
県
と
連
携
し
振

興
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

芦
塚  
広
域
道
路
と
企
業
誘

致
を
図
っ
た
雇
用
創
出
に
関

し
て
具
体
策
を
伺
う
。

 

市
長  

広
域
道
路
の
整
備
が

企
業
誘
致
に
つ
な
が
り
住
宅

政
策
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。

県
と
連
携
し
雇
用
の
最
大
化

を
図
っ
て
い
く
。

 

芦
塚  

嬉
野
泊
を
中
心
と
し

た
観
光
づ
く
り
に
つ
い
て
。

 

市
長  

「
ご
当
地
バ
ス
で
駅

前
か
ら
町
な
か
へ
」
を
提
案

し
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り

を
し
て
い
く
。

 

芦
塚  

駅
を
降
り
た
ら
、
観

光
地
へ
い
け
る
、
伝
建
地
区

や
志
田
焼
き
の
里
、
吉
田
焼

キ
リ
シ
タ
ン
関
係
史
跡
と
か

回
れ
る
周
遊
バ
ス
な
ど
交
通

機
関
に
対
す
る
考
え
は
。

 

市
長  

公
約
で
「
ご
当
地
バ

ス
」
を
提
言
し
て
い
る
が
周

遊
バ
ス
も
視
野
に
検
討
す
る
。

 

芦
塚  

県
と
連
携
し
た
治
水

対
策
を
伺
う
。

 
市
長  

治
水
対
策
を
優
先
的

に
取
り
組
ん
で
欲
し
い
と
い

う
市
民
の
切
な
る
声
を
聴
き
、

し
っ
か
り
と
取
り
組
む
。

答地元合意形成に努める

諸井 義人 議員

国道498号の現道
拡幅要望の進展は

 

諸
井  

進
展
が
進
ま
な
い
状

況
を
打
開
す
る
た
め
に
は
ど

う
し
た
ら
い
い
か
。

 

副
市
長  

地
元
の
皆
様
が
一

枚
岩
に
な
っ
て
、
市
と
県
と

地
元
と
も
う
一
回
相
談
に
行

く
の
が
良
い
の
で
は
。

 
市
長  

改
善
が
必
要
な
要
望

箇
所
と
認
識
し
て
い
る
。
現

地
測
量
の
合
意
が
取
れ
る
よ

う
に
県
と
も
連
携
し
な
が
ら

積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
き
た

い
。

 

諸
井  

武
雄
鹿
島
間
の
バ
イ

パ
ス
に
つ
い
て
の
状
況
は
。

 

市
長  

国
道
４
９
８
号
の
整

備
が
町
づ
く
り
に
大
き
く
寄

与
す
る
こ
と
が
必
要
。
現
状

の
ル
ー
ト
帯
は
東
側
を
示
さ

れ
て
い
る
が
、
企
業
誘
致
に

つ
な
が
る
よ
う
な
西
側
の
検

討
も
再
度
で
き
る
の
か
確
認

し
て
い
き
た
い
。

 

諸
井  

火
の
口
交
差
点
か
ら

の
拡
幅
延
伸
を
地
元
か
ら
要

望
さ
れ
て
い
る
。
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

 

市
長  

火
の
口
交
差
点
か
ら

社
会
福
祉
法
人
済
昭
園
ま
で

の
現
道
拡
幅
及
び
歩
道
設
置

に
つ
い
て
は
、
市
と
し
て
も

毎
年
知
事
へ
要
望
し
て
い
る
。

今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
。

治
水
対
策
に
つ
い
て

 
諸
井  

不
動
ダ
ム
が
あ
れ
ば

塩
田
の
浸
水
は
防
げ
る
と
思

う
。
不
動
ダ
ム
に
つ
い
て
県

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

 

建
設
部
長  

現
在
は
県
に
お

い
て
治
水
を
目
的
と
し
た
新

規
ダ
ム
の
建
設
計
画
は
な
い
。

 

諸
井  

頭
首
工
や
堰
は
何
ヶ

所
あ
る
の
か
。

 

農
林
整
備
課
長  

全
体
で
約

３
０
０
ヶ
所
。
転
倒
堰
及
び

倒
伏
式
の
堰
は
38
ヶ
所
と

な
っ
て
い
る
。

 

諸
井  

頭
首
工
の
修
理
に
つ

い
て
の
負
担
の
割
合
は
、
国

55
％
、
県
15
％
、
市
21
％
、

地
元
９
％
と
な
っ
て
い
る
。

県
の
負
担
を
増
や
し
、
地
元

負
担
の
軽
減
の
要
望
は
ど
う

か
。

 

市
長  

地
元
負
担
の
軽
減
に

寄
与
で
き
る
よ
う
制
度
の
改

正
に
関
し
て
引
き
続
き
要
望

し
て
い
き
た
い
。

 

諸
井  

八
幡
川
の
転
倒
堰
が

数
年
前
か
ら
故
障
し
て
い
る
。

修
理
の
予
算
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

 

農
林
整
備
課
長  

梨
本
頭
首

工
に
つ
い
て
は
、
要
望
を
し

て
い
る
の
で
県
の
予
算
が
付

き
次
第
補
正
で
の
対
応
に
な

る
。
堰
が
起
き
な
い
、
倒
れ

な
い
と
河
川
に
影
響
を
与
え

て
い
る
の
で
、
河
川
の
応
急

対
応
で
実
施
す
る
。

芦塚 典子 議員

安心して子育てができる
まちとは

▲ �非常に危険な国道498号
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う れ し の 市議会だより

 

芦
塚  

安
心
し
て
子
育
て
が

で
き
る
具
体
的
な
政
策
は
。

 

市
長  

保
育
料
の
第
２
子
以

降
の
完
全
無
償
化
並
び
に
多

子
世
帯
の
支
援
の
拡
充
等
子

ど
も
ま
ん
な
か
社
会
の
実
現

を
推
進
し
て
い
く
。
出
産
祝

い
と
し
て
お
む
つ
の
支
給
な

ど
取
り
組
め
る
よ
う
財
源
の

確
保
を
優
先
し
て
い
き
た
い
。

 

芦
塚  

農
業
・
茶
業
・
窯
業

等
の
目
標
或
い
は
構
想
は
。

 

市
長  

地
場
産
業
の
振
興
を

図
る
。
人
手
不
足
が
加
速
し

て
い
る
の
で
新
規
就
農
者
へ

の
支
援
を
充
実
、
圃
場
の
整

備
や
用
水
路
の
整
備
な
ど
県

と
連
携
し
進
め
て
い
く
。
ま

た
、
う
れ
し
の
茶
、
抹
茶
の

取
組
を
Ｐ
Ｒ
し
生
産
支
援
を

し
て
い
く
。
窯
業
に
関
し
て

は
吉
田
の
窯
元
と
九
州
大
学

の
学
生
と
の
コ
ラ
ボ
商
品
を

開
発
し
て
お
り
引
き
続
き
連

携
を
深
め
て
い
く
。

 

芦
塚  

農
業
産
出
額（
野
菜・

果
実
・
花
き
）
が
鹿
島
市
の

半
分
で
あ
り
、
稼
ぐ
農
業
を

推
進
す
る
政
策
を
考
え
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

 

市
長  

稼
ぐ
農
業
と
し
て
果

実
等
の
栽
培
は
、
一
つ
の
方

策
で
あ
る
の
で
農
業
政
策
と

し
て
勉
強
し
て
い
く
。

 

芦
塚  

農
水
省
が
推
進
す
る

有
機
農
業
に
お
い
て
も
熊
本

県
の
有
機
農
業
認
証
制
度
が

進
ん
で
お
り
、
県
と
連
携
協

力
し
有
機
農
業
に
も
力
を
入

れ
て
い
た
だ
き
た
い
が
。

 

市
長  

有
機
農
業
の
補
助
金

を
活
用
し
て
取
り
組
む
生
産

者
も
あ
り
、
県
と
連
携
し
振

興
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

芦
塚  

広
域
道
路
と
企
業
誘

致
を
図
っ
た
雇
用
創
出
に
関

し
て
具
体
策
を
伺
う
。

 

市
長  

広
域
道
路
の
整
備
が

企
業
誘
致
に
つ
な
が
り
住
宅

政
策
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。

県
と
連
携
し
雇
用
の
最
大
化

を
図
っ
て
い
く
。

 

芦
塚  

嬉
野
泊
を
中
心
と
し

た
観
光
づ
く
り
に
つ
い
て
。

 

市
長  

「
ご
当
地
バ
ス
で
駅

前
か
ら
町
な
か
へ
」
を
提
案

し
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り

を
し
て
い
く
。

 

芦
塚  

駅
を
降
り
た
ら
、
観

光
地
へ
い
け
る
、
伝
建
地
区

や
志
田
焼
き
の
里
、
吉
田
焼

キ
リ
シ
タ
ン
関
係
史
跡
と
か

回
れ
る
周
遊
バ
ス
な
ど
交
通

機
関
に
対
す
る
考
え
は
。

 

市
長  

公
約
で
「
ご
当
地
バ

ス
」
を
提
言
し
て
い
る
が
周

遊
バ
ス
も
視
野
に
検
討
す
る
。

 

芦
塚  

県
と
連
携
し
た
治
水

対
策
を
伺
う
。

 

市
長  

治
水
対
策
を
優
先
的

に
取
り
組
ん
で
欲
し
い
と
い

う
市
民
の
切
な
る
声
を
聴
き
、

し
っ
か
り
と
取
り
組
む
。

安心して子育てができる
まちとは

 

辻  

前
任
期
中
に
共
に
、
議

員
と
し
て
早
期
整
備
の
意
見

書
を
全
会
一
致
で
県
に
提
出

し
た
。
そ
の
時
の
考
え
に
変

わ
り
は
な
い
か
伺
う
。

 

市
長  

嬉
野
市
に
と
っ
て
重

要
と
考
え
る
。
引
き
続
き
一

生
懸
命
取
り
組
ん
で
行
き
た

い
。

 

辻  

道
路
整
備
も
併
せ
て
行

え
ば
、
県
内
及
び
西
九
州
全

体
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と

思
う
が
い
か
が
か
。

 

市
長  

新
幹
線
整
備
と
道
路

整
備
を
同
時
に
進
め
て
行
き

た
い
。

 

辻  

企
業
誘
致
に
つ
い
て
フ

ル
規
格
の
整
備
が
な
さ
れ
る

か
ど
う
か
で
、
影
響
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。

 

副
市
長  

企
業
誘
致
を
推
進

す
る
に
あ
た
り
、
大
き
な
ア

イ
テ
ム
に
な
っ
て
い
く
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。

 
辻  

フ
ル
規
格
で
の
整
備
に

つ
い
て
、
調
査
の
結
果
過
半

数
の
理
解
が
進
ん
で
い
る
。

し
か
し
県
は
そ
れ
だ
け
で
は

な
い
、
何
か
が
あ
る
と
言
っ

て
い
る
。
県
に
パ
イ
プ
が
あ

る
と
の
こ
と
な
の
で
、
進
ま

な
い
理
由
を
聞
い
て
ほ
し
い
。

 

市
長  

知
事
も
国
政
課
題
の

一
つ
と
と
ら
え
て
い
る
。
近

隣
の
市
町
と
連
携
し
な
が
ら

取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。

温
泉
保
全
を
ど
う
す
る

 

辻  

源
泉
の
水
位
低
下
に
対

し
て
の
対
策
は
ど
う
し
て
い

る
。

 

市
長  

源
泉
所
有
者
会
議
の

中
で
、
状
況
確
認
し
揚
湯
量

を
抑
え
る
取
り
組
み
を
し
て

い
る
。

 

辻  

お
客
様
が
増
え
る
の
は

あ
り
が
た
い
が
、
源
泉
の
水

位
の
問
題
が
続
く
と
思
う
が

認
識
は
ど
う
か
。

 

市
長  

節
湯
に
加
え
配
湯
管

の
整
備
も
必
要
だ
と
思
う
。

 
辻  

源
泉
の
譲
渡
の
話
が
出

た
が
、
現
在
の
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
。

 

副
市
長  
譲
渡
の
申
し
出
が

あ
っ
た
段
階
で
、
交
渉
し
て

い
る
状
況
に
な
い
。

 

辻  

行
政
が
取
得
す
る
こ
と

で
、
漏
湯
な
ど
の
対
策
等
が

取
り
組
み
や
す
く
な
る
の
で

は
な
い
か
。

 

市
長  

市
が
所
有
し
管
理
す

る
こ
と
は
一
つ
の
対
策
、
安

定
し
た
方
法
だ
と
考
え
る
。

 

辻  

市
に
譲
渡
の
話
が
来
た

こ
と
は
、
良
い
き
っ
か
け
だ

と
思
う
。
源
泉
の
バ
ラ
ン
ス

を
保
つ
た
め
に
重
要
で
は
な

い
か
。

 

市
長  

源
泉
の
枯
渇
は
様
々

な
事
業
に
波
及
す
る
。
対
応

で
き
う
る
限
り
努
力
し
て
い

く
。

答子どもまんなか社会
の実現に取り組む

辻 浩一 議員

答嬉野市として重要だ

新幹線フル規格の
早期整備の必要性は

▲ 子どもまんなか社会を目指して！
出典（こども家庭庁HPより）出典（こども家庭庁HPより）

▲ フル規格での早期整備を
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う れ し の 市議会だより

 

古
川  

遺
族
会
の
地
区
ご
と

の
人
数
を
伺
う
。

 

福
祉
課
長  

　
嬉
野
地
区　
１
３
６
名

　
吉
田
地
区　
　
　
59
名

　
塩
田
地
区　
　
　
39
名

　
久
間
地
区　
　
　
40
名

　
五
町
田
地
区　
　
48
名

　
合
計
３
２
２
名
で
あ
る
。

 

古
川  

慰
霊
碑
等
の
数
と
場

所
を
伺
う
。

 

福
祉
課
長  

現
在
把
握
し
て

い
る
の
は
15
基
で
あ
る
。

 

古
川  

塔
や
碑
に
名
前
が
刻

ま
れ
て
い
る
が
、
戦
没
者
の

名
簿
は
あ
る
の
か
。

 

市
民
福
祉
部
長  

戦
没
者
追

悼
式
に
て
柱
数
を
紹
介
す
る

が
、
個
人
の
確
認
は
で
き
て

い
な
い
。

 

古
川  

市
内
の
塔
や
碑
を
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
明
治
37
年

の
碑
も
あ
り
、
記
載
さ
れ
た

名
前
の
判
別
が
難
し
い
状
況

で
あ
り
、
名
簿
が
あ
れ
ば
良

い
と
思
っ
た
。

　
ま
た
、
清
掃
が
行
き
届
い

て
い
る
一
方
で
、
草
木
が
立

ち
枯
れ
て
い
る
箇
所
も
あ
り

寂
し
い
状
況
だ
っ
た
。
現
在

の
清
掃
活
動
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

 

福
祉
課
長  

遺
族
会
や
地
区

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
で

実
施
さ
れ
て
い
る
。

 

古
川  

現
在
、
お
孫
さ
ん
世

代
が
清
掃
を
担
っ
て
い
る
箇

所
も
あ
り
、
戦
後
１
０
０
年

を
見
据
え
た
際
に
維
持
し
て

い
け
る
の
か
不
安
が
残
っ
た
。

市
と
し
て
今
後
の
対
応
を
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
。

 
市
長  
戦
没
者
を
祀
っ
て
い

る
大
切
な
場
所
で
あ
り
、
老

朽
化
や
安
全
面
へ
の
配
慮
、

遺
族
会
員
の
減
少
に
伴
い
持

続
的
な
管
理
の
継
続
な
ど
が

現
実
的
な
問
題
で
あ
る
。

　
塔
や
碑
は
嬉
野
市
の
所
有

で
は
な
い
が
、
遺
族
会
や
地

域
の
方
々
と
丁
寧
に
協
議
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

除
草
作
業
に
つ
い
て

 

古
川  

今
年
は
新
庁
舎
開
庁

や
全
国
お
茶
ま
つ
り
の
品
評

会
が
あ
り
、
来
訪
者
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
が
、
イ
ン

タ
ー
周
辺
の
除
草
作
業
の
日

程
は
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か

伺
う
。

 

建
設
部
長  

県
道
の
植
樹
に

関
す
る
こ
と
な
の
で
、
県
へ

つ
な
い
で
い
き
た
い
。

 

古
川  

今
年
は
特
別
な
イ
ベ

ン
ト
が
多
い
た
め
積
極
的
な

働
き
か
け
が
必
要
で
は
な
い

か
。

 

建
設
部
長  

イ
ベ
ン
ト
等
も

多
い
こ
と
か
ら
対
応
に
つ
い

て
県
へ
お
願
い
し
た
い
と
思

う
。

答一生懸命
頑張っていきたい

川内 聖二 議員

各地域に必要な事業を
 

川
内  

今
回
の
市
長
選
挙
で
、

市
長
が
掲
げ
た
公
約
の
「
両

町
の
バ
ラ
ン
ス
あ
る
行
政
投

資
」
の
説
明
を
伺
う
。

 

市
長  

塩
田
町
、
嬉
野
町
、

そ
し
て
、
吉
田
地
区
も
あ
り
、

各
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色

を
い
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
に
当
た
っ
て
、
し
っ

か
り
と
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

発
展
に
資
す
る
行
政
投
資
を

し
て
い
き
た
い
。

 

川
内  

バ
ラ
ン
ス
と
い
う
言

葉
は
や
め
て
、
嬉
野
市
全
体

で
各
地
域
に
必
要
な
事
業
を
、

市
民
か
ら
の
声
を
形
に
す
る

よ
う
に
お
願
い
を
し
た
い
。

 

市
長  

一
生
懸
命
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

 

川
内  

公
約
で
「
納
得
と
賑

わ
い
の
塩
田
庁
舎
周
辺
整
備

へ
」
と
あ
る
。
塩
田
庁
舎
の

利
活
用
は
市
民
の
皆
様
が
活

用
す
る
よ
う
に
良
く
し
て
も

ら
い
た
い
。
豪
雨
時
に
近
隣

の
皆
様
の
車
両
等
の
避
難
所

と
し
て
こ
れ
ま
で
以
上
に
車

両
が
避
難
で
き
る
よ
う
に
考

え
て
も
ら
い
た
い
。

 

市
長  

せ
っ
か
く
こ
う
い
っ

た
整
備
を
す
る
機
会
で
あ
り

車
両
の
避
難
所
に
な
り
得
る

の
で
あ
れ
ば
、
で
き
る
限
り

対
応
が
可
能
か
ど
う
か
を
検

討
し
た
い
。

 
川
内  

「
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ

の
聖
地
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

ナ
イ
タ
ー
設
備
の
設
置
」
と

公
約
に
あ
る
が
、
み
ゆ
き
公

園
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
を

人
工
芝
に
す
る
の
も
公
約
に

当
て
は
ま
る
の
で
は
な
い
か

伺
う
。

 

市
長  

私
の
理
念
と
合
致
す

る
の
で
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

を
さ
れ
て
い
る
方
の
環
境
の

向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
。

 

川
内  「
治
水
対
策
の
推
進
」

に
関
し
て
排
水
機
場
の
ポ
ン

プ
を
大
き
く
し
て
も
塩
田
川

の
水
位
が
上
が
り
す
ぎ
る
と

ポ
ン
プ
の
水
は
吐
け
な
い
。

治
水
ダ
ム
と
し
て
不
動
ダ
ム

の
建
設
を
県
へ
要
望
は
で
き

な
い
か
。

 

市
長  

河
川
の
管
理
は
県
と

い
う
こ
と
で
、
県
と
の
連
携

強
化
は
必
要
不
可
欠
と
考
え

る
。
情
報
を
連
携
し
な
が
ら

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

 

川
内  

公
約
の
「
賑
わ
い
の

あ
る
駅
前
整
備
」
に
つ
い
て

西
口
側
の
店
舗
の
計
画
を

伺
っ
た
が
、
東
口
側
の
保
留

地
に
も
商
業
施
設
等
企
業
誘

致
を
す
る
よ
う
に
し
て
も
ら

い
た
い
。

 

市
長  

そ
う
い
っ
た
面
の
広

が
り
を
持
っ
て
駅
前
整
備
を

進
め
て
魅
力
向
上
に
努
め
て

い
き
た
い
。

古川 英子 議員

戦後100年に向けて

▲ 地域に沿った対策を
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う れ し の 市議会だより

 

古
川  

遺
族
会
の
地
区
ご
と

の
人
数
を
伺
う
。

 

福
祉
課
長  

　
嬉
野
地
区　
１
３
６
名

　
吉
田
地
区　
　
　
59
名

　
塩
田
地
区　
　
　
39
名

　
久
間
地
区　
　
　
40
名

　
五
町
田
地
区　
　
48
名

　
合
計
３
２
２
名
で
あ
る
。

 

古
川  

慰
霊
碑
等
の
数
と
場

所
を
伺
う
。

 

福
祉
課
長  

現
在
把
握
し
て

い
る
の
は
15
基
で
あ
る
。

 

古
川  

塔
や
碑
に
名
前
が
刻

ま
れ
て
い
る
が
、
戦
没
者
の

名
簿
は
あ
る
の
か
。

 

市
民
福
祉
部
長  

戦
没
者
追

悼
式
に
て
柱
数
を
紹
介
す
る

が
、
個
人
の
確
認
は
で
き
て

い
な
い
。

 

古
川  

市
内
の
塔
や
碑
を
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
明
治
37
年

の
碑
も
あ
り
、
記
載
さ
れ
た

名
前
の
判
別
が
難
し
い
状
況

で
あ
り
、
名
簿
が
あ
れ
ば
良

い
と
思
っ
た
。

　
ま
た
、
清
掃
が
行
き
届
い

て
い
る
一
方
で
、
草
木
が
立

ち
枯
れ
て
い
る
箇
所
も
あ
り

寂
し
い
状
況
だ
っ
た
。
現
在

の
清
掃
活
動
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

 

福
祉
課
長  

遺
族
会
や
地
区

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
で

実
施
さ
れ
て
い
る
。

 

古
川  

現
在
、
お
孫
さ
ん
世

代
が
清
掃
を
担
っ
て
い
る
箇

所
も
あ
り
、
戦
後
１
０
０
年

を
見
据
え
た
際
に
維
持
し
て

い
け
る
の
か
不
安
が
残
っ
た
。

市
と
し
て
今
後
の
対
応
を
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
。

 

市
長  

戦
没
者
を
祀
っ
て
い

る
大
切
な
場
所
で
あ
り
、
老

朽
化
や
安
全
面
へ
の
配
慮
、

遺
族
会
員
の
減
少
に
伴
い
持

続
的
な
管
理
の
継
続
な
ど
が

現
実
的
な
問
題
で
あ
る
。

　
塔
や
碑
は
嬉
野
市
の
所
有

で
は
な
い
が
、
遺
族
会
や
地

域
の
方
々
と
丁
寧
に
協
議
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

除
草
作
業
に
つ
い
て

 

古
川  

今
年
は
新
庁
舎
開
庁

や
全
国
お
茶
ま
つ
り
の
品
評

会
が
あ
り
、
来
訪
者
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
が
、
イ
ン

タ
ー
周
辺
の
除
草
作
業
の
日

程
は
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か

伺
う
。

 

建
設
部
長  

県
道
の
植
樹
に

関
す
る
こ
と
な
の
で
、
県
へ

つ
な
い
で
い
き
た
い
。

 

古
川  

今
年
は
特
別
な
イ
ベ

ン
ト
が
多
い
た
め
積
極
的
な

働
き
か
け
が
必
要
で
は
な
い

か
。

 

建
設
部
長  

イ
ベ
ン
ト
等
も

多
い
こ
と
か
ら
対
応
に
つ
い

て
県
へ
お
願
い
し
た
い
と
思

う
。

戦後100年に向けて

 

太
田  

本
市
で
は
10
年
以
上

に
わ
た
り
狩
猟
免
許
取
得
時

の
補
助
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

10
年
で
何
人
に
補
助
を
行
っ

た
か
伺
う
。

 

市
長  

平
成
27
年
か
ら
令
和

６
年
ま
で
に
19
名
の
方
に
補

助
を
行
っ
て
い
る
。

 

太
田  

狩
猟
免
許
の
更
新
を

し
な
い
方
が
た
く
さ
ん
い
る

が
、
そ
の
理
由
を
市
は
把
握

し
て
い
る
の
か
。

 

農
業
政
策
課
長  

高
齢
化
が

一
番
の
課
題
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。

 

太
田  

今
後
ど
の
よ
う
な
形

で
免
許
取
得
者
が
継
続
し
て

活
動
で
き
る
環
境
を
作
っ
て

い
く
の
か
。

 

農
業
政
策
課
長  

更
新
等
の

費
用
に
対
す
る
補
助
も
行
っ

て
い
る
。
引
き
続
き
支
援
を

し
て
い
き
た
い
。

 

太
田  

餌
場
の
よ
う
な
環
境

に
つ
い
て
、
市
と
し
て
指
導

や
改
善
等
の
働
き
か
け
を
行

う
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

 

農
業
政
策
課
長  

適
切
に

行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
、

市
報
な
ど
で
注
意
喚
起
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

消
防
団
に
つ
い
て

 

太
田  

年
末
警
戒
や
出
初
め

式
、
訓
練
な
ど
の
あ
り
方
に

つ
い
て
見
直
し
や
廃
止
を
検

討
す
る
考
え
は
な
い
か
。

 

市
長  

消
防
団
幹
部
、部
課
長

会
議
で
今
後
検
討
し
て
い
く
。

 

太
田  

消
防
団
の
報
酬
に
つ

い
て
、
団
員
個
人
へ
ど
の
よ

う
に
支
払
わ
れ
て
い
る
の
か
。

 

総
務
・
防
災
課
長  

全
団
員

分
を
所
属
す
る
各
部
の
口
座

に
振
り
込
む
形
で
支
給
を
し

て
お
り
各
部
に
お
い
て
適
切

に
管
理
さ
れ
て
い
る
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。

 

太
田  

団
員
に
対
し
て
源
泉

徴
収
票
を
発
行
し
て
い
る
か
。

 

総
務
・
防
災
課
長  

年
額
報

酬
が
５
万
円
ま
で
は
非
課
税

で
差
し
支
え
な
い
と
い
う
解

釈
で
あ
り
、
源
泉
徴
収
を
す

る
必
要
が
な
い
。

う
れ
し
か
ー
ど
に
つ
い
て

 

太
田  

市
民
が
自
発
的
に
学

習
や
社
会
参
加
に
つ
な
が
る

活
動
を
行
っ
た
際
に
ポ
イ
ン

ト
が
付
与
さ
れ
る
仕
組
み
が

で
き
な
い
か
。

 

観
光
商
工
課
長  

運
用
主
体

と
の
協
議
な
ど
の
調
整
が
必

要
。
今
後
の
検
討
と
し
た
い
。

 

太
田  

バ
ー
コ
ー
ド
決
済
導

入
で
利
用
拡
大
を
検
討
で
き

な
い
か
。

 

観
光
商
工
課
長  

慎
重
な
議

論
が
必
要
。

答
関係機関の団体と
丁寧に対話を重ね
検討していきたい太田 政信 議員

答高齢化が進んでおり捕獲
が十分にできない

狩猟免許を更新しない
人が多い理由は

▲ 戦後100年に向けて存続を

▲ ヒコバエはイノシシの餌場になります
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う れ し の 市議会だより

 

梶
原  

市
長
は
、「
市
民
総

参
加
型
の
ま
ち
づ
く
り
」、

「
笑
顔
倍
増
、
人
生
１
０
０

年
時
代
を
見
据
え
た
住
み
よ

い
ま
ち
」「
帰
っ
て
き
た
く

な
る
誇
り
高
い
嬉
野
」、「
県

と
の
連
携
強
化
で
市
政
を
前

進
」
の
４
つ
の
基
本
政
策
を

示
さ
れ
て
い
る
が
、
実
施
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

 

市
長  

令
和
８
年
度
に
施
策

の
検
討
を
行
い
、
令
和
９
年

度
に
実
施
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

 

梶
原  

数
値
目
標
は
提
示
さ

れ
る
の
か
。

 

市
長  

総
合
計
画
、
総
合
戦

略
の
数
値
目
標
に
合
わ
せ
て　

実
施
す
る
。

 

梶
原  

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
す
る

記
述
が
な
い
が
。

 

市
長  

公
約
に
は
な
い
が
取

り
組
ん
で
い
く
べ
き
内
容
と

理
解
し
て
い
る
。

物
価
高
騰
・
人
口
減
少
・

移
住
支
援
に
つ
い
て

 

梶
原  

市
独
自
の
物
価
高
騰

対
策
と
し
て
約
41
億
円
の
財

政
調
整
基
金
を
使
う
考
え
は

あ
る
か
。

 

市
長  

市
の
財
政
状
況
も
踏

ま
え
な
が
ら
活
用
し
た
い
。

国
の
交
付
金
に
つ
い
て
も
要

望
を
続
け
て
い
く
。

 

梶
原  

子
育
て
世
帯
支
援
と

し
て
保
育
料
の
第
２
子
無
償

化
の
実
現
は
本
当
に
良
か
っ

た
。
今
後
は
保
育
料
や
子
供

の
医
療
費
等
の
完
全
無
償
化

に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る

が
。

 
市
長  
子
供
の
医
療
費
は
現

状
の
ま
ま
で
よ
い
と
考
え
る
。

一
方
、
保
育
料
の
完
全
無
償

化
や
給
食
費
の
無
償
化
は
出

来
る
限
り
取
り
組
み
た
い
。

 

梶
原  

市
営
住
宅
建
設
と
生

活
弱
者
に
対
す
る
住
宅
支
援

策
は
。

 

市
長  

市
営
住
宅
を
新
た
に

新
設
す
る
よ
り
家
賃
補
助
や

住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

制
度
を
活
用
し
た
い
。

 

梶
原  

家
賃
補
助
等
を
実
現

す
る
た
め
に
早
期
に
居
住
支

援
協
議
会
を
立
ち
上
げ
て
い

た
だ
き
た
い
。

 

市
長  

協
議
会
の
設
置
に
向

け
た
勉
強
会
を
進
め
て
い
く
。

 

梶
原  

ベ
ー
シ
ッ
ク
サ
ー
ビ

ス
の
考
え
方
に
つ
い
て
市
長

の
見
解
は
。

 

市
長  

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
無

償
化
す
る
制
度
と
理
解
し
て

い
る
。
ま
ず
は
子
育
て
世
代

を
優
先
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

 

梶
原  

人
口
減
少
・
移
住
対

策
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

 

市
長  

急
速
に
進
む
自
然
減

と
若
者
の
流
出
に
よ
る
社
会

減
が
同
時
進
行
し
て
い
る
。

答市民の声を大切に聞き、
信頼される市政を遂行する

大串 友則 議員

市長が掲げる市民総参加型
のまちづくりとは

 

大
串  

市
長
は
就
任
に
当
た

り
「
市
民
と
の
対
話
」
を
掲

げ
た
。
市
民
総
参
加
型
の
ま

ち
づ
く
り
を
ど
う
具
体
化
し

て
い
く
の
か
伺
う
。

 

市
長  

対
話
を
通
じ
、市
民
の

意
見
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
る
。

市
民
の
声
が
届
き
、納
得
感
の

あ
る
行
政
を
遂
行
し
た
い
。

　
具
体
的
に
は
、
出
張
座
談

会
の
開
催
や
、
ス
マ
ホ
市
役

所
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
向
上
を

図
る
。
地
域
の
行
事
に
も
積

極
的
に
足
を
運
び
「
顔
の
見

え
る
市
長
」
と
し
て
動
く
。

 

大
串  

公
約
実
現
に
は
現
場

職
員
の
意
欲
が
不
可
欠
だ
。

　
組
織
活
性
化
に
ど
う
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
る
の
か
伺

う
。

 

市
長  

私
自
身
が
現
場
主
義

を
貫
き
、
職
員
と
同
じ
目
線

で
課
題
に
向
き
合
う
。

　
市
役
所
内
の
共
有
ツ
ー
ル

も
活
用
し
、
若
手
か
ら
も
直

接
提
案
を
受
け
ら
れ
る
環
境

を
整
え
た
い
。

 

大
串  

子
育
て
世
帯
の
負
担

が
重
い「
０
歳
か
ら
２
歳
児
」

の
保
育
料
無
償
化
を
実
現
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

 

市
長  

未
来
へ
の
投
資
と
し

て
重
要
視
し
て
お
り
、
実
現

を
目
指
し
た
い
。

　
保
育
料
を
完
全
無
償
化
す

る
に
は
さ
ら
に
約
４
千
万
円

の
財
源
確
保
が
課
題
だ
が
、

既
存
事
業
の
精
査
や
優
先
順

位
の
見
直
し
を
行
い
、
知
恵

を
絞
っ
て
取
り
組
む
。

 

大
串  

新
幹
線
開
業
の
効
果

を
市
内
全
域
へ
波
及
さ
せ
る

戦
略
と
、
若
者
の
定
住
施
策

に
つ
い
て
伺
う
。

 

市
長  

人
流
デ
ー
タ
な
ど
を

分
析
し
二
次
交
通
の
整
備
も

検
討
し
た
い
。
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
活
用
な
ど
検
討
し
、

お
茶
や
焼
き
物
等
の
地
場
産

業
の
振
興
を
並
行
し
て
進
め
、

若
い
力
も
呼
び
込
み
定
住
を

促
進
す
る
。　
　
　

　
ま
た
、
フ
ル
規
格
が
か
な

え
ば
、
遠
距
離
通
勤
も
可
能

に
な
り
、
併
せ
て
移
住
定
住

を
促
し
て
い
き
た
い
。

吉
田
中
学
校
の
合
併
に
対

す
る
陳
情
に
つ
い
て

 

大
串  

少
子
化
に
伴
う
吉
田

中
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
、

保
護
者
か
ら
陳
情
が
出
て
い

る
。
市
長
の
所
感
は
。

 

市
長  

部
活
動
の
選
択
肢
や

人
間
関
係
の
固
定
化
な
ど
、

当
事
者
の
切
実
な
思
い
を
認

識
し
て
い
る
。

　
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
地
域
や
保

護
者
と
協
議
を
重
ね
、
子
供

た
ち
の
将
来
を
最
優
先
に
判

断
し
て
い
く
。

梶原 睦也 議員

子供の医療費・保育料等
の完全無償化を

▲ 市民の声をダイレクトに市政へ
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梶
原  

市
長
は
、「
市
民
総

参
加
型
の
ま
ち
づ
く
り
」、

「
笑
顔
倍
増
、
人
生
１
０
０

年
時
代
を
見
据
え
た
住
み
よ

い
ま
ち
」「
帰
っ
て
き
た
く

な
る
誇
り
高
い
嬉
野
」、「
県

と
の
連
携
強
化
で
市
政
を
前

進
」
の
４
つ
の
基
本
政
策
を

示
さ
れ
て
い
る
が
、
実
施
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

 

市
長  

令
和
８
年
度
に
施
策

の
検
討
を
行
い
、
令
和
９
年

度
に
実
施
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

 

梶
原  

数
値
目
標
は
提
示
さ

れ
る
の
か
。

 

市
長  

総
合
計
画
、
総
合
戦

略
の
数
値
目
標
に
合
わ
せ
て　

実
施
す
る
。

 
梶
原  
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
す
る

記
述
が
な
い
が
。

 

市
長  

公
約
に
は
な
い
が
取

り
組
ん
で
い
く
べ
き
内
容
と

理
解
し
て
い
る
。

物
価
高
騰
・
人
口
減
少
・

移
住
支
援
に
つ
い
て

 

梶
原  

市
独
自
の
物
価
高
騰

対
策
と
し
て
約
41
億
円
の
財

政
調
整
基
金
を
使
う
考
え
は

あ
る
か
。

 

市
長  

市
の
財
政
状
況
も
踏

ま
え
な
が
ら
活
用
し
た
い
。

国
の
交
付
金
に
つ
い
て
も
要

望
を
続
け
て
い
く
。

 

梶
原  

子
育
て
世
帯
支
援
と

し
て
保
育
料
の
第
２
子
無
償

化
の
実
現
は
本
当
に
良
か
っ

た
。
今
後
は
保
育
料
や
子
供

の
医
療
費
等
の
完
全
無
償
化

に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る

が
。

 

市
長  

子
供
の
医
療
費
は
現

状
の
ま
ま
で
よ
い
と
考
え
る
。

一
方
、
保
育
料
の
完
全
無
償

化
や
給
食
費
の
無
償
化
は
出

来
る
限
り
取
り
組
み
た
い
。

 

梶
原  

市
営
住
宅
建
設
と
生

活
弱
者
に
対
す
る
住
宅
支
援

策
は
。

 

市
長  

市
営
住
宅
を
新
た
に

新
設
す
る
よ
り
家
賃
補
助
や

住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

制
度
を
活
用
し
た
い
。

 

梶
原  

家
賃
補
助
等
を
実
現

す
る
た
め
に
早
期
に
居
住
支

援
協
議
会
を
立
ち
上
げ
て
い

た
だ
き
た
い
。

 

市
長  

協
議
会
の
設
置
に
向

け
た
勉
強
会
を
進
め
て
い
く
。

 

梶
原  

ベ
ー
シ
ッ
ク
サ
ー
ビ

ス
の
考
え
方
に
つ
い
て
市
長

の
見
解
は
。

 

市
長  

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
無

償
化
す
る
制
度
と
理
解
し
て

い
る
。
ま
ず
は
子
育
て
世
代

を
優
先
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

 

梶
原  

人
口
減
少
・
移
住
対

策
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

 

市
長  

急
速
に
進
む
自
然
減

と
若
者
の
流
出
に
よ
る
社
会

減
が
同
時
進
行
し
て
い
る
。

子供の医療費・保育料等
の完全無償化を

 

山
口  

前
市
長
は
温
泉
資
源

の
情
報
共
有
を
、
新
た
な
共

有
の
場
を
設
定
し
て
い
く
と

答
弁
を
さ
れ
て
い
た
が
、
取

組
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い

る
の
か
。

 

市
長  

源
泉
所
有
者
会
議
で

は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
進
め
て
い

く
。
温
泉
資
源
の
保
護
に
関

し
て
は
、
温
泉
に
係
る
事
業

者
の
協
力
も
必
要
で
あ
る
た

め
、
情
報
共
有
の
場
を
設
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
旅

館
組
合
等
と
も
連
携
し
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

 

山
口  

源
泉
水
位
の
低
下
等

は
情
報
共
有
だ
け
で
問
題
解

決
が
で
き
る
の
か
。
担
当
課

と
し
て
は
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
伺
う
。

 

観
光
商
工
課
長  

源
泉
水
位

の
低
下
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

温
泉
の
揚
湯
量
を
抑
え
、
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
に
源
泉
の
集
中

管
理
が
一
つ
の
方
法
だ
と
考

え
る
。
今
後
も
源
泉
所
有
者

や
県
と
協
力
し
、
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
く
。

茶
業
振
興
策
に
つ
い
て

 

山
口  

全
国
お
茶
ま
つ
り
の

準
備
状
況
は
。

 

茶
業
振
興
課
長  

市
の
実

行
委
員
会
で
の
事
業
と
し
て
、

全
国
茶
品
評
会
出
品
に
向

け
た
支
援
や
、
イ
ベ
ン
ト
と

連
携
し
た
Ｐ
Ｒ
活
動
。
市
民

や
児
童
を
対
象
と
し
た
事
業
、

料
飲
店
組
合
と
菓
子
組
合
や

旅
館
等
と
連
携
し
た
事
業
を

進
め
る
よ
う
協
議
を
し
て
い

る
。

 

山
口  

基
幹
産
業
と
し
て
継

続
し
て
い
く
為
に
、
市
長
の

政
策
を
伺
う
。

 

市
長  

う
れ
し
の
茶
の
新
し

い
魅
力
と
し
て
、
碾て

ん

茶ち
ゃ

や
抹

茶
の
製
造
が
始
ま
る
。
生
産

支
援
や
、
う
れ
し
の
茶
の
Ｐ

Ｒ
を
全
力
で
行
っ
て
い
き
た

い
。

　
生
産
支
援
も
、
関
係
機
関

と
し
っ
か
り
と
協
力
し
な
が

ら
、
良
質
な
お
茶
の
生
産
を

実
現
で
き
る
よ
う
に
進
め
て

い
き
た
い
。

庁
舎
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て

 

山
口  

旧
公
会
堂
跡
地
に
あ

る
、
森
永
文
二
氏
の
銅
像
と

他
記
念
碑
は
西
公
園
へ
移
設

で
き
な
い
の
か
。

 

企
画
政
策
課
長  

旧
公
会
堂

跡
地
に
設
置
さ
れ
て
い
る
銅

像
、
記
念
碑
に
つ
い
て
は
、

本
市
の
歴
史
や
文
化
を
象
徴

す
る
貴
重
な
も
の
と
認
識
し

て
い
る
が
、
銅
像
及
び
記
念

碑
の
移
設
を
行
う
計
画
は
な

い
。

答保育料・給食費の完全
無償化に取り組みたい

山口 虎太郎 議員

答旅館組合等と
連携しながら進めていく

温泉資源について新たな情報
共有の場を設定するのか

▲ 子どもが安心して暮らせるまちへ

▲ 大切な資源を守れ
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阿
部  

令
和
８
年
４
月
か
ら

水
道
料
金
が
値
上
げ
で
市
民

の
負
担
が
重
く
な
る
。
支
援

策
を
講
じ
る
考
え
は
な
い
か
。

 

市
長  

国
か
ら
の
物
価
高
騰

対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
を
活
用
し
て
、
生

活
者
支
援
臨
時
給
付
金
事
業
。

１
人
１
万
円
と
、
子
育
て
応

援
手
当
支
給
等
の
事
業
を

行
っ
て
い
る
。

 

阿
部  

11
月
に
西
部
広
域
水

道
企
業
団
へ
値
上
げ
を
し
な

い
で
欲
し
い
と
政
党
議
員
団

で
申
し
入
れ
に
行
っ
た
。

　
人
口
減
少
、
管
路
の
老
朽

化
、
耐
震
化
な
ど
の
理
由
を

挙
げ
、
国
の
指
導
で
水
道
法

等
に
従
い
適
正
な
水
道
料
金

に
改
定
す
る
と
あ
っ
た
が
、

水
道
法
第
１
条
の
目
的
に
は

水
の
清
浄
、
豊
富
、
低
廉
の

３
原
則
が
あ
り
国
民
の
福
祉

向
上
に
寄
与
す
る
と
あ
る
。

水
道
会
計
へ
の
国
庫
補
助
金

や
負
担
金
の
国
の
割
合
を
拡

充
し
て
求
め
る
べ
き
だ
と
思

う
が
。

 

市
長  

西
部
広
域
水
道
企
業

団
と
連
携
を
し
て
必
要
で
あ

れ
ば
で
き
る
限
り
国
へ
の
要

望
を
し
て
い
き
た
い
。

 

阿
部  

今
、
嬉
野
市
に
２
ヶ

所
あ
る
浄
水
場
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
伺
う
。

 

建
設
部
長  

岩
屋
川
内
の
浄

水
場
は
西
部
広
域
水
道
企
業

団
の
施
設
と
な
っ
て
お
り
、

現
在
も
稼
働
し
て
い
る
。
岩

ノ
下
浄
水
場
は
令
和
８
年
中

に
は
廃
止
の
予
定
で
あ
る
。

 
阿
部  

水
道
管
の
口
径
の
減

径
工
事
費
に
対
し
て
の
補
助

金
は
あ
る
か
。
ま
た
、
市
独

自
の
支
援
策
は
あ
る
か
伺
う
。

 

市
長  

嬉
野
市
で
は
、
ほ
と

ん
ど
が
13
ミ
リ
で
あ
る
た
め

に
支
援
に
当
た
ら
な
い
。
１

月
の
国
か
ら
の
物
価
高
騰
の

交
付
金
か
ら
様
々
に
活
用
し

て
い
た
だ
き
、
水
道
料
金
の

値
上
げ
分
も
含
ん
だ
政
策
に

な
っ
て
い
る
。

 

阿
部  

西
部
広
域
水
道
企
業

団
と
首
長
と
の
会
議
で
水
道

料
金
の
緩
和
措
置
を
延
長
し

て
も
ら
え
る
よ
う
求
め
ら
れ

る
か
。

 

市
長  

そ
れ
以
降
同
様
の
検

討
が
必
要
に
な
っ
て
来
る
と

思
う
。
そ
の
時
の
判
断
に
な

る
。

中
学
校
の
給
食
費
無
償
化

に
つ
い
て

 

阿
部  

小
学
校
の
給
食
は
４

月
か
ら
国
の
制
度
で
無
償
化

に
な
る
。
中
学
校
も
無
償
化

に
な
ら
な
い
か
伺
う
。

 

教
育
長  

本
市
単
独
で
の
財

源
で
は
大
変
厳
し
い
状
況
で

あ
る
。

答介護予防教室の効果
が出ている

團 隆則 議員

介護予防事業の効果は
 

團  

後
期
高
齢
者
の
増
加
や

独
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
増
加

な
ど
、
課
題
を
踏
ま
え
た
上

で
、
市
と
し
て
今
後
ど
の
よ

う
に
介
護
予
防
事
業
を
進
め

て
い
く
考
え
な
の
か
伺
う
。

 

福
祉
課
長  

独
り
暮
ら
し
の

方
は
特
に
社
会
と
接
す
る
機

会
が
少
な
く
な
る
た
め
、
外

に
出
て
地
域
の
方
と
接
す
る

機
会
が
で
き
る
よ
う
に
、
通

い
の
場
へ
の
お
誘
い
や
、
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
・
地
域
の
方

か
ら
の
声
か
け
を
行
い
、
外

に
出
か
け
る
き
っ
か
け
を

作
っ
て
い
き
た
い
。

 

團  

嬉
野
市
に
お
け
る
要
介

護
認
定
者
の
過
去
の
デ
ー
タ

と
比
較
す
る
と
、横
ば
い
の
よ

う
な
状
況
と
認
識
し
て
い
る
。

　
要
介
護
以
上
の
方
に
つ
い

て
は
少
し
減
少
し
て
い
る
と

捉
え
て
い
る
。
要
支
援
者
が

増
え
て
要
介
護
者
が
減
っ
た

と
い
う
所
で
、
介
護
予
防
事

業
の
効
果
が
あ
る
と
い
う
認

識
で
良
い
の
か
。

 

福
祉
課
長  

介
護
予
防
教
室

の
効
果
が
あ
る
も
の
と
考
え

る
。
杵
藤
地
区
の
介
護
保
険

の
連
絡
協
議
会
に
参
加
し
た

際
、
介
護
予
防
教
室
の
実
施

に
よ
り
、
体
力
増
進
や
閉
じ

こ
も
り
予
防
な
ど
の
多
面
的

な
効
果
が
上
が
っ
て
お
り
、

保
険
給
付
費
の
減
額
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
と
い
う
報
告

も
あ
っ
た
た
め
、
嬉
野
市
も

同
様
の
傾
向
で
は
な
い
か
と

感
じ
て
い
る
。

 

團  

介
護
予
防
事
業
参
加
前

後
で
成
果
の
指
標
と
な
る
握

力
、
歩
行
速
度
な
ど
の
評
価

測
定
を
行
い
、
効
果
検
証
を

実
施
し
て
い
る
か
。

 

福
祉
課
長  

令
和
６
年
度
か

ら
介
護
予
防
評
価
事
業
を
開

始
し
、
握
力
や
歩
行
の
速
度

な
ど
測
定
は
し
て
い
る
が
、

現
時
点
で
は
初
年
度
の
デ
ー

タ
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

 

團  

市
長
の
政
策
で
ｅ
ス

ポ
ー
ツ
（
ボ
ウ
リ
ン
グ
、
太

鼓
、
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
）
に
関

し
て
、
認
知
機
能
が
上
が
っ

た
、
筋
力
が
上
が
っ
た
な
ど

の
効
果
が
確
認
さ
れ
て
い
る

の
か
。

 

市
長  

福
祉
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
る
関
係
者
か
ら
、
事

例
を
検
証
さ
れ
た
話
も
聞
い

て
い
る
。

　
ま
た
、
判
断
力
の
活
性
化

や
認
知
機
能
の
向
上
、
ド
ラ

イ
ビ
ン
グ
ゲ
ー
ム
に
つ
い
て

は
男
性
の
参
加
が
増
え
る
な

ど
、
好
事
例
が
あ
る
と
情
報

を
得
て
い
る
。

阿部 愛子 議員

水道料金値上げ対策を

▲ 積極的な介護予防の取り組み
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阿
部  

令
和
８
年
４
月
か
ら

水
道
料
金
が
値
上
げ
で
市
民

の
負
担
が
重
く
な
る
。
支
援

策
を
講
じ
る
考
え
は
な
い
か
。

 

市
長  

国
か
ら
の
物
価
高
騰

対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
を
活
用
し
て
、
生

活
者
支
援
臨
時
給
付
金
事
業
。

１
人
１
万
円
と
、
子
育
て
応

援
手
当
支
給
等
の
事
業
を

行
っ
て
い
る
。

 

阿
部  

11
月
に
西
部
広
域
水

道
企
業
団
へ
値
上
げ
を
し
な

い
で
欲
し
い
と
政
党
議
員
団

で
申
し
入
れ
に
行
っ
た
。

　
人
口
減
少
、
管
路
の
老
朽

化
、
耐
震
化
な
ど
の
理
由
を

挙
げ
、
国
の
指
導
で
水
道
法

等
に
従
い
適
正
な
水
道
料
金

に
改
定
す
る
と
あ
っ
た
が
、

水
道
法
第
１
条
の
目
的
に
は

水
の
清
浄
、
豊
富
、
低
廉
の

３
原
則
が
あ
り
国
民
の
福
祉

向
上
に
寄
与
す
る
と
あ
る
。

水
道
会
計
へ
の
国
庫
補
助
金

や
負
担
金
の
国
の
割
合
を
拡

充
し
て
求
め
る
べ
き
だ
と
思

う
が
。

 

市
長  

西
部
広
域
水
道
企
業

団
と
連
携
を
し
て
必
要
で
あ

れ
ば
で
き
る
限
り
国
へ
の
要

望
を
し
て
い
き
た
い
。

 

阿
部  

今
、
嬉
野
市
に
２
ヶ

所
あ
る
浄
水
場
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
伺
う
。

 

建
設
部
長  

岩
屋
川
内
の
浄

水
場
は
西
部
広
域
水
道
企
業

団
の
施
設
と
な
っ
て
お
り
、

現
在
も
稼
働
し
て
い
る
。
岩

ノ
下
浄
水
場
は
令
和
８
年
中

に
は
廃
止
の
予
定
で
あ
る
。

 

阿
部  

水
道
管
の
口
径
の
減

径
工
事
費
に
対
し
て
の
補
助

金
は
あ
る
か
。
ま
た
、
市
独

自
の
支
援
策
は
あ
る
か
伺
う
。

 

市
長  

嬉
野
市
で
は
、
ほ
と

ん
ど
が
13
ミ
リ
で
あ
る
た
め

に
支
援
に
当
た
ら
な
い
。
１

月
の
国
か
ら
の
物
価
高
騰
の

交
付
金
か
ら
様
々
に
活
用
し

て
い
た
だ
き
、
水
道
料
金
の

値
上
げ
分
も
含
ん
だ
政
策
に

な
っ
て
い
る
。

 

阿
部  

西
部
広
域
水
道
企
業

団
と
首
長
と
の
会
議
で
水
道

料
金
の
緩
和
措
置
を
延
長
し

て
も
ら
え
る
よ
う
求
め
ら
れ

る
か
。

 

市
長  

そ
れ
以
降
同
様
の
検

討
が
必
要
に
な
っ
て
来
る
と

思
う
。
そ
の
時
の
判
断
に
な

る
。

中
学
校
の
給
食
費
無
償
化

に
つ
い
て

 

阿
部  

小
学
校
の
給
食
は
４

月
か
ら
国
の
制
度
で
無
償
化

に
な
る
。
中
学
校
も
無
償
化

に
な
ら
な
い
か
伺
う
。

 

教
育
長  

本
市
単
独
で
の
財

源
で
は
大
変
厳
し
い
状
況
で

あ
る
。

水道料金値上げ対策を

 

宮
﨑  

公
約
の
中
で
「
県
と

の
連
携
に
よ
る
源
泉
資
源
保

護
！
」
と
掲
載
さ
れ
て
い
る

が
、
今
後
市
長
と
し
て
ど
の

よ
う
な
形
で
、
ま
た
い
つ
ま

で
に
、
ど
の
よ
う
に
結
論
づ

け
て
進
め
て
い
く
の
か
伺
う
。

 

市
長  

源
泉
事
業
の
譲
渡
の

件
で
は
、
し
っ
か
り
と
中
身

を
精
査
し
協
議
を
進
め
て
い

く
べ
き
だ
と
考
え
る
。

　
市
が
管
理
す
る
と
い
う
こ

と
は
、
安
定
化
に
向
け
た
取

組
の
一
つ
で
あ
る
と
認
識
を

し
て
お
り
、
事
業
を
進
め
る

に
当
た
っ
て
は
様
々
な
検
討

課
題
が
増
え
て
く
る
の
で
県

と
も
連
携
し
、
ま
た
財
政
的

な
負
担
の
説
明
責
任
も
同
時

に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

　

譲
渡
に
関
し
て
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
は
、
令
和

８
年
度
ま
で
の
取
組
と
し
て

検
討
を
す
べ
き
だ
と
考
え
て

い
る
。

 

宮
﨑  
県
と
の
会
議
の
中
で
、

財
源
等
の
裏
づ
け
を
と
れ
て

い
る
の
か
。

 

市
長  

具
体
的
に
県
の
担
当

者
と
は
、
具
体
的
な
中
身
に

つ
い
て
申
し
上
げ
て
な
い
が
、

連
携
し
た
い
旨
は
伝
え
た
。

 

宮
﨑  

源
泉
資
源
保
護
課
と

か
源
泉
集
中
管
理
課
と
い
う

よ
う
な
、
課
の
設
置
が
今
回

の
機
構
改
革
の
中
で
協
議
等

な
か
っ
た
の
か
伺
う
。

 

副
市
長  

今
後
、
そ
の
よ
う

な
業
務
を
担
え
る
課
の
係
の

新
設
も
、
新
庁
舎
の
開
業
時

に
行
う
た
め
事
前
の
相
談
、

協
議
を
し
て
い
る
状
況
で
あ

る
。

 

宮
﨑  

源
泉
の
保
護
、
塩
田

庁
舎
周
辺
整
備
等
、
様
々
な

課
題
を
抱
え
る
中
で
、
財
源

が
大
き
な
問
題
と
考
え
る
。

そ
こ
で
第
２
世
代
交
付
金
が

有
効
的
か
と
考
え
る
。

　
選
択
要
件
が
、
産
官
学
金

労
言
（
産
業
界
、
行
政
、
学

校
、
金
融
機
関
、
労
働
組
合
、

メ
デ
ィ
ア
）
と
い
っ
た
地
域

の
多
様
な
主
体
の
参
画
が
必

要
で
、
原
則
３
年
、
将
来
的

に
自
走
化
で
き
る
こ
と
が
要

件
で
あ
る
。
国
に
直
接
嬉
野

市
単
独
で
申
請
す
る
こ
と
が

可
能
な
の
か
伺
う
。

 

副
市
長  

配
湯
管
含
め
た
嬉

野
町
の
ま
ち
づ
く
り
と
、
塩

田
庁
舎
の
利
活
用
と
い
う
観

点
を
合
わ
せ
て
１
つ
の
計
画

が
作
れ
な
い
か
各
課
と
協
議

し
た
が
、
大
き
な
パ
ッ
ケ
ー

ジ
故
、
時
間
が
か
か
り
、
塩

田
庁
舎
の
利
活
用
と
い
う
部

分
に
遅
れ
が
出
て
は
い
け
な

い
と
の
判
断
で
、
今
回
は
塩

田
庁
舎
の
利
活
用
の
ほ
う
に

そ
の
第
２
世
代
交
付
金
を
充

て
た
い
と
い
う
こ
と
で
計
画

し
て
い
た
例
が
あ
る
。

答国の交付金で対応する　

宮﨑 良平 議員

答財源に関して具体的に
申し上げてない

県との連携による源泉保護
の財源の裏付けは

▲ 水道料金を上げないで！！

▲ 財源の確保は大丈夫か？
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特 別 委 員 会 紹 介

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
は
、
議
会
に
対
す
る
市
民
の
理
解
と
認
識

を
深
め
、
開
か
れ
た
議
会
の
充
実
を
図
る
た
め
、
年
４
回
の
定
例
会
後
に

「
議
会
だ
よ
り
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　
原
稿
執
筆
か
ら
編
集
、
校
正
ま
で
、
す
べ
て
を
議
員
だ
け
で
行
う
の
は

全
国
で
も
珍
し
く
、
他
自
治
体
か
ら
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

 

委 

員 

長 

森
田　
明
彦

 

副
委
員
長 

團　
　
隆
則

芦
塚　
典
子

川
内　
聖
二

宮
﨑　
良
平

阿
部　
愛
子

大
串　
友
則

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

　
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
は
「
議
員
が
変
わ
れ
ば
議
会
が
変
わ
る
」「
議

会
が
変
わ
れ
ば
行
政
が
変
わ
る
」「
行
政
が
変
わ
れ
ば
嬉
野
市
も
変
わ
る
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
議
会
報
告
会
や
議
会
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
、
各
種
会
議
の
傍
聴
、
他
自
治
体
か
ら
の
視
察
対
応
等
、

議
会
改
革
を
着
実
に
進
め
て
い
ま
す
。

 

委 

員 

長 

水
山　
洋
輔

 

副
委
員
長 

諸
上　
栄
大

梶
原　
睦
也

辻　
　
浩
一

山
口
虎
太
郎

古
川　
英
子

太
田　
政
信
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う れ し の 市議会だより

閉会中の委員会審査（調査）付託案件 令和８年第１回定例会

付託事件名 付託委員会名 付託期間
財源の確保について 総務企画常任委員会 次期定例会まで
子どもの権利について 文教福祉常任委員会 次期定例会まで
市内施設について 産業建設常任委員会 次期定例会まで
各期の議会の会期日程等の議会運営に関する事項及び
議長の諮問に関する事項 議会運営委員会 次期定例会まで

議会の活性化を図るための調査研究 議会活性化特別委員会 調査終了まで
議会広報の編集発行に係る調査研究 議会広報編集特別委員会 調査終了まで

第２回定例会（６月）　会期日程（案）
６月 ５月

19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 31 30 29
日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日
金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金
討
論
・
採
決
、
閉
会

休　
会

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

休　
会

休　
会

議
案
質
疑

議
案
質
疑

休　
会
（
市
長
不
在
の
た
め
）

休　
会
（
市
長
不
在
の
た
め
）

休　
会
（
市
長
不
在
の
た
め
）

休　
会

休　
会

休　
会

休　
会

休　
会

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

休　
会

休　
会

開　
会

用語の意味をおしえて
みんな知ってる？みんな知ってる？

年度末に選挙があり、市長の政策的経
費の計上が難しい場合に、人件費や継
続事業など必要最小限の経費を中心に
編成する暫定的な予算です。このよう
な時には、政策的な新規事業などは、
のちの補正予算で対応します。

骨格予算とはどんな予算？

将来の特定の目的や財政の安定化に備
えて積み立てておく市の貯金です。
庁舎建設基金や財政調整基金など特定
の目的ごとに積み立てます。

基金とは？

自主財源は、市税や手数料など市が自
ら確保できる収入で、使い道も制約な
く自由に使うことができます。一方、
依存財源は、市に対して国や県などか
ら交付されるお金で、特定の目的や事
業に使う必要があります。

自主財源と依存財源はどう違うの？
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執行部からの回答

う れ し の 市議会だより

議員議員ととかたろう会かたろう会ごご意見意見    等等にに対対するする

　

令
和
７
年
11
月
４
日
か
ら
７
日

ま
で
の
４
日
間
で
議
会
報
告
会「
議

員
と
か
た
ろ
う
会
」
を
各
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
単
位
の
７
ヵ
所
で
開
催
し

ま
し
た
。
報
告
会
で
の
皆
様
か
ら

の
ご
意
見
等
を
取
り
ま
と
め
市
長

に
提
出
し
、
こ
れ
に
対
す
る
回
答

が
あ
り
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
は
ご
意
見
の
一
部

を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　

全
文
は
嬉
野
市

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
方
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。

Q　
大
牟
田
地
区
牛
間
田
線
の
通

勤
車
両
が
多
い
の
で
市
道
拡
幅
を

お
願
い
し
た
い
。

A　

令
和
元
年
度
、
２
年
度
、
５

年
度
に
路
肩
の
拡
幅
工
事
の
実
施

を
行
い
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
財

源
の
範
囲
内
で
継
続
し
取
り
組
み

ま
す
。

Q　

塩
田
川
（
嬉
野
地
区
）
の
遊

歩
道
の
平
板
が
剥
が
れ
て
歩
き
に

く
い
。
観
光
客
に
も
勧
め
ら
れ
る

河
川
環
境
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

A　
遊
歩
道
に
つ
い
て
は
、
清
掃
・

除
草
等
は
市
の
管
理
に
加
え
地
域

の
協
力
も
頂
き
な
が
ら
管
理
に
努

め
て
い
ま
す
。

平
板
ブ
ロ
ッ
ク
等
の
構
造
物
補
修

は
県
の
所
管
で
あ
り
、
県
と
協
力

し
な
が
ら
適
切
な
管
理
に
努
め
ま

す
。

Q　
北
部
球
場
付
近
の
石
垣
か
ら

小
石
が
落
ち
て
く
る
。
通
学
路
で

も
あ
り
車
両
も
多
く
危
険
。
し
っ

か
り
し
た
対
策
を
お
願
い
し
た
い
。

A　

現
地
の
点
検
及
び
、
浮
石
等

の
除
去
を
行
い
、
ま
た
石
垣
の
該

当
箇
所
に
モ
ル
タ
ル
を
詰
め
て
対

応
し
ま
し
た
。

Q　
春
日
渓
谷
へ
の
道
路
が
通
行

止
め
に
な
っ
て
７
～
８
年
に
な
る
。

今
後
の
復
旧
計
画
は
。

A　
市
道
春
日
線
は
大
き
な
落
石

が
発
生
し
、
令
和
２
年
11
月
21
日

か
ら
全
面
通
行
止
め
に
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
土
地
の
調
査
や
対

策
工
法
の
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
用
地
や
財
源
確
保
等
が
課
題

で
す
。
今
な
お
検
討
中
で
今
後
の

計
画
は
未
定
で
す
が
、
問
題
解
決

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Q　
被
り
木
が
多
い
市
道
が
あ
る
。

対
策
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
。
地
区
で
対
応
し
よ
う
と
し
て

も
高
齢
化
で
難
し
い
。

A　

市
道
の
被
り
木
は
、
道
路
敷

き
か
ら
の
樹
木
は
市
の
対
応
で
す

が
、
民
有
地
の
樹
木
は
所
有
者
の

管
理
で
す
。
市
で
の
対
応
が
必
要

か
ど
う
か
判
断
す
る
た
め
、
行
政

区
長
を
通
じ
て
建
設
農
林
整
備
課

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

Q　
イ
ノ
シ
シ
対
策
の
ワ
イ
ヤ
ー

メ
ッ
シ
ュ
等
の
補
助
金
を
増
や
し

て
ほ
し
い
。

A　
検
討
し
ま
す
。

Q　

ト
ラ
ク
タ
ー
等
の
農
機
具

価
格
が
非
常
に
高
く
な
っ
て
い
る
。

購
入
等
に
市
の
補
助
率
の
上
乗
せ

は
で
き
な
い
か
。

A　
市
の
補
助
制
度
は
限
ら
れ
た

財
源
の
中
で
、
で
き
る
だ
け
多
く

の
農
家
に
効
果
が
及
ぶ
こ
と
を
基

本
に
考
え
、
現
在
は
営
農
組
合
な

ど
に
よ
る
共
同
利
用
を
前
提
と
し

て
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

Q　
公
共
施
設
の
予
約
に
関
し
て
、

施
設
に
よ
っ
て
は
２
ヵ
月
前
か
ら

と
１
年
前
か
ら
予
約
が
で
き
る
と

伺
っ
た
。
公
共
施
設
の
予
約
の
統

一
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

A　

各
施
設
の
役
割
・
特
性
を
鑑

み
、
管
理
運
営
上
の
理
由
か
ら
予

約
の
受
付
時
期
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な

り
ま
す
が
、
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
の

運
営
上
、
早
め
の
予
約
が
必
要
と

思
わ
れ
る
も
の
は
、
そ
の
都
度
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

Q　
排
水
機
場
の
本
体
の
更
新
は

適
切
に
さ
れ
て
い
る
か
。

A　
市
内
４
箇
所
の
排
水
機
場
に

つ
い
て
は
、
順
次
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
事
業
で
設
備
の
更
新
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
故
障
な
ど
緊
急
を
要

す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
随
時
修

繕
更
新
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Q　
学
校
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
の

設
置
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

A　

体
育
館
へ
の
空
調
導
入
は
、

断
熱
等
の
付
帯
工
事
も
伴
う
た
め
、

多
額
の
費
用
を
要
し
ま
す
。
現
在

は
校
舎
の
長
寿
命
化
改
良
や
教
室

の
空
調
更
新
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

と
い
っ
た
喫
緊
の
課
題
へ
の
対
応

に
多
大
な
財
源
を
優
先
し
て
い
る

の
が
実
情
で
す
。
そ
の
た
め
、
今

後
も
国
の
制
度
や
動
向
を
注
視
し

つ
つ
、
他
の
整
備
事
業
と
優
先
順

位
を
十
分
に
比
較
検
討
し
、
計
画
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う れ し の 市議会だより

議員議員ととかたろう会かたろう会ごご意見意見    等等にに対対するする

的
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Q　
嬉
野
温
泉
駅
周
辺
の
整
備
は
、

も
っ
と
ま
ち
が
活
性
化
す
る
よ
う

な
取
り
組
み
が
欲
し
い
。
意
見
を

聞
く
場
合
は
幅
広
い
層
か
ら
聴
く

よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

A　
駅
周
辺
の
整
備
に
関
し
て
は
、

市
で
行
う
整
備
に
つ
い
て
は
完
了

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
民
間
事
業

者
へ
事
業
用
と
し
て
貸
し
て
い
る

土
地
に
つ
い
て
は
、
当
初
よ
り
段

階
的
な
利
活
用
を
想
定
し
整
備
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
コ

ロ
ナ
禍
や
物
価
、
人
件
費
の
高
騰
、

半
導
体
不
足
、
建
築
単
価
の
高
騰

な
ど
様
々
な
事
情
も
重
な
り
一
定

の
見
直
し
が
生
じ
て
い
ま
す
。
駅

周
辺
整
備
に
あ
た
っ
て
は
民
間
事

業
が
主
体
と
な
っ
て
地
元
の
様
々

な
関
係
者
と
の
意
見
交
換
を
図
ら

れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
長
期
的
な
視
点
を
も

ち
な
が
ら
戦
略
的
に
事
業
を
進
め

て
い
ま
す
の
で
、
今
後
も
、
民
間

事
業
者
と
は
調
整
・
協
議
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

Q　
高
齢
の
た
め
免
許
証
を
返
納

す
る
人
が
増
え
て
い
る
が
、
交
通

難
民
に
な
る
。一
時
的
な
タ
ク
シ
ー

券
の
補
助
は
あ
る
が
、
補
助
金
の

継
続
を
し
て
ほ
し
い
。

A　

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納

し
た
高
齢
者
に
対
し
、
運
転
経
歴

証
明
書
発
行
費
用
相
当
額
の
補
助

金
と
タ
ク
シ
ー
券
を
交
付
し
て
い

ま
す
が
、
高
齢
者
の
移
動
に
関
す

る
補
助
金
や
タ
ク
シ
ー
券
の
継
続

的
な
交
付
に
は
財
政
的
な
負
担
が

生
じ
る
た
め
、
実
施
が
難
し
い
状

況
で
す
。
免
許
を
返
納
さ
れ
た
高

齢
者
が
利
用
で
き
る
福
祉
に
関
す

る
交
通
手
段
と
し
て
、
要
介
護
者

や
身
体
障
が
い
者
を
対
象
と
し
た

福
祉
有
償
運
送
が
市
内
で
実
施
さ

れ
て
い
る
ほ
か
、
吉
田
地
区
で
は

福
祉
バ
ス
「
ヨ
ッ
シ
ー
号
」
の
運

行
、
塩
田
地
区
で
は
「
ご
ま
し
お

健
康
く
ら
ぶ
」
に
よ
る
移
動
や
暮

ら
し
の
支
援
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。免
許
返
納
後
も
こ
れ
ら
の
サ
ー

ビ
ス
等
や
既
存
の
公
共
交
通
機
関

を
活
用
し
、
交
通
手
段
を
確
保
し

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　

広
川
原
キ
ャ
ン
プ
場
に
お

い
て
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
の
車
代

千
円
を
市
外
利
用
者
と
同
額
に
支

払
っ
た
。
市
民
に
対
し
て
の
優
遇

策
を
し
て
ほ
し
い
。

A　

広
川
原
キ
ャ
ン
プ
場
は
令

和
７
年
度
よ
り
指
定
管
理
者
制
度

に
移
行
し
て
い
ま
す
。
開
設
か
ら

約
50
年
が
経
過
し
、
キ
ャ
ン
プ
場

に
対
す
る
ニ
ー
ズ
も
変
化
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
利
用
者
の
利
便
性

を
高
め
る
た
め
に
移
行
し
た
も
の

で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
予

約
決
済
の
導
入
や
年
間
を
通
し
た

開
設
、
ご
み
の
処
分
な
ど
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
繋
が
り
ま
し
た
。
こ

の
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
す
る
た
め
に

は
、
利
用
者
の
ご
理
解
と
ご
協
力

が
必
要
で
す
。
料
金
徴
収
に
つ
い

て
も
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
に

必
要
で
す
の
で
、
ご
理
解
を
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

市
民
に
対
し
て
の
優
遇
策
で
す
が
、

現
在
利
用
者
の
約
95
％
が
市
外
の

方
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
内
の
子

ど
も
ク
ラ
ブ
な
ど
に
つ
い
て
は
減

免
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、
一
般
の

利
用
に
つ
い
て
は
市
内
外
の
区
分

は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
民

間
が
運
営
し
て
い
る
た
め
、
市
民

か
ど
う
か
の
証
明
は
困
難
で
個
人

情
報
の
取
り
扱
い
に
も
関
わ
る
た

め
、
制
度
を
導
入
し
て
お
り
ま
せ

ん
。
ご
理
解
く
だ
さ
い
。
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う れ し の 市議会だより

　

嬉
野
高
校
で
は
生
徒
会
活
動
の
一
環
と

し
て
、

❶ �

多
世
代
交
流
で
地
域
全
体
の
活
性

化
を
促
す
。

❷ �「
地
域
と
と
も
に
歩
む
高
校
」
を
目

指
し
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
（
郷
土

愛
）
の
醸
成
を
育
む
。

❸ ��

市
議
会
議
員
と
の
交
流
を
通
し
て
、

対
話
型
社
会
貢
献
活
動
を
行
う
。

　

こ
の
目
的
の
も
と
、
去
る
３
月
23
日
に

我
々
議
員
団
も
参
加
し
、
清
掃
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
生
徒

会
長
の
辻
来
夢
さ

ん
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

Ｑ �

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
き
っ
か

け
は
？

辻
さ
ん　

課
題
を
見
つ
け
る
こ
と

と
探
究
活
動
の
一
環
で
す
。
ま
た
、

塩
田
校
舎
で
は
従
来
か
ら
同
様
の

活
動
を
し
て
い
た
の
で
、
今
回
、

統
一
感
を
出
す
た
め
両
校
舎
一
緒

に
実
施
し
ま
し
た
。

Ｑ �

活
動
を
終
え
た
感
想
は
？

辻
さ
ん　
市
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
て
よ

か
っ
た
で
す
。
そ
し
て
、
両
校
舎
の
生
徒

の
交
流
が
で
き
ま
し
た
。

Ｑ �
今
回
、
議
員
と
一
緒
に
活
動
し
て
思
っ

た
事
は
？

辻
さ
ん　
18
歳
か
ら
選
挙
権
も
あ
り
、
主

権
者
教
育
も
受
け
た
の
で
、
議
員
さ
ん
を

よ
り
身
近
に
感
じ
、と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。

Ｑ �

嬉
野
温
泉
駅
構
内
、
駅
周
辺
、
商
店
街

の
３
か
所
に
分
か
れ
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
し
た
が
全
体
の
感
想

は
？

辻
さ
ん　

街
や
駅
が
き
れ

い
で
ご
み
が
少
な
く
驚
き

ま
し
た
。
日
頃
清
掃
し
て
く

れ
て
い
る
こ
と
を
再
発
見

し
、
感
謝
す
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。

Ｑ �

今
後
の
目
標
は
？

辻
さ
ん　
学
校
の
先
生
に
な
り
た
い
の
で

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

議会広報編集
特別委員会

委
員
長　
　
　
森
田
明
彦

副
委
員
長　
　
團　
隆
則

委　
員　
　
　
芦
塚
典
子

　
〃　
　
　
　
川
内
聖
二

　
〃　
　
　
　
宮
﨑
良
平

　
〃　
　
　
　
阿
部
愛
子
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コラムコラム

　

だ
れ
で
も
様
々
な
趣
味
を

お
持
ち
で
し
ょ
う
。

　

私
は
、
そ
の
一つ
が
登
山
で

す
▼
３
月
に
は
佐
賀
県
最
高
峰

の「
経
ヶ
岳
」（
１
０
７
５
ｍ
）に

登
っ
た
の
で
、
少
し
触
れ
て
み

ま
す
▼
私
の
場
合
、
山
を
選
ぶ

時
、そ
の
山
や
里
で
し
か
観
ら
れ
な
い

花
や
植
物
の
時
期
を
考
慮
し
て
決
め
て

い
ま
す
▼
こ
の
時
期
の
多
良
山
系
で
は

「
マ
ン
サ
ク
」、
里
で
は
、
春
の
妖
精
の

異
名
を
持
つ「
セ
リ
バ
オ
ウ
レ
ン
」が
有

名
で
、両
方
と
も
魅
力
的
で
し
た
。

　
険
し
い
山
に
臨
む
に
は
日
頃
の
体

調
管
理
も
大
事
で
す
が
、
私
の
場
合
、

幸
い
に
し
て
健
康
に
恵
ま
れ
、
元
気

な
身
体
を
授
け
て
く
れ
た
両
親
に
感

謝
、
そ
し
て
気
持
ち
よ
く
送
り
出
し

て
く
れ
る
家
族
に
も
感
謝
で
す
ね
。

　
ま
ち
の
喧
騒
か
ら
離
れ
、
静
か
な

山
中
で
鳥
の
さ
え
ず
り
を
聞
き
な
が

ら
頂
上
を
目
指
し
歩
け
る
こ
と
は
最

高
の
贅
沢
だ
と
思
い
ま
す
▼
体
力
に

自
信
が
あ
る
方
、
山
に
興
味
を
持
た

れ
た
方
は
ぜ
ひ
挑
戦
さ
れ
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。�

（
明
彦
）

★この印刷物は、一部あたり59円でできています。

▲ 嬉野温泉駅清掃

▲ 商店街清掃

辻
つ じ

 来
ら

夢
む

さん
嬉野校舎生徒会長

嬉野高校（嬉野校舎）
生徒会長へ
インタビュートピックス

ときを
読む

取材を終えて
　生徒会指導の先生同
席のもと、 生徒会長の辻
さんはインタビューに、 しっか
りと対応してくれました。 ま
た、 最後には先生になりた
い夢も聞けたので、 今後の
活躍にも期待しています。
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